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外形寸法と取付方法2.
)外形寸法グラフィックマルチメータ 1

DLS-5035シリーズ 取扱説明書

！ 注 意
( )入力に最大許容値を超える電圧や電流を加えると、機器の破損につ1
ながります。

( )電源電圧は使用可能範囲内で使用して下さい。使用可能範囲外で使2
用しますと火災・感電・故障の原因となります。

( )本書の内容に関しては製品改良の為、予告なしに変更することがあ3
りますので、ご了承下さい。

( )本書の内容については、万全を期して作成しましたが、万一ご不審4
な点や誤り、記載もれ等、お気付きのことがありました場合は、取

扱店又は直接弊社へご連絡下さい。

( )本書をお読みになった後は、いつでも見られる場所に必ず保管して5
下さい。

はじめに
この度は、 ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾏﾙﾁﾒｰﾀをお買いあげ頂きまして )取付方法DLS-5035 2
ありがとうございます。 ﾊﾟﾈﾙ切穴で示す大きさの取付穴を開け、取付金具を裏面から引き外
輸送中での破損がないか、仕様上の違いがないかをご確認の上、 します。次に図の様に本体をﾊﾟﾈﾙ前面よりﾊﾒ込み、裏面より取付金
ご使用下さい。 具をﾈｼﾞで締め付けます。
尚、この取扱説明書は、お使いになられる方のお手元に届くよう

本体(ｱﾙﾐｹｰｽ)にお願い致します。

お使い頂く前に
お使い頂く前に、 の機能を十分に発揮できるように、DLS-5035
この取扱説明書をよくお読み頂き、お使い下さいます様、お願い
致します。

型式構成1.
ｼﾘｰｽﾞの型式構成は、下図の様になっています。ご注文DLS-5035

取付金具時に選択された製品とお手元の製品の型式及び仕様に違いがない
(上下 箇所)ことをご確認願います。 2

！ 注 意
( )ﾊﾟﾈﾙ板厚は、 ～ です。締め付けﾄﾙｸは、 ・ 程度と1 1 5mm 0.39N m
して下さい。

2 0 40 35 85( )直射日光が当たる場所、周囲温度： ～ ℃、湿度： ～

％の範囲を超える場所、湿度変化が急激で結露する様な場所な

どには、設置しないで下さい。

( )ちり、ｺﾞﾐ、電気部品に有害な化学薬品、腐食性ｶﾞｽ等のない場3
所で使用して下さい。

( )振動、衝撃がかからない様にして下さい。4
( )本器を設置内に設置する場合は、設置内の温度が ℃以上にな5 40
らない様、放熱に注意して下さい。

【正面】 【側面】

【 背面 】
パ ネ ル 切 り 穴

ＤＬＳ－５０３５－□□

出力ﾕﾆｯﾄ

0：RS-232C
1：RS-485
2：BCDﾊﾟﾗﾚﾙ＋RS-232C
3：ｱﾅﾛｸﾞ出力＋RS-232C

SDﾒﾓﾘｰｶｰﾄﾞ機能
0：機能なし
1：機能あり＋SDｶｰﾄﾞ付

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ指示計連番

DLSｼﾘｰｽﾞ
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・ｾﾝｻを接続する前にｾﾝｻ用電源の電圧を設定し、本器の電源を切ってから3.端子の接続及び説明
入出力制御ｺﾈｸﾀ 接続を行って下さい。

入出力ﾕﾆｯﾄ用ﾈｼﾞ端子 ｱﾅﾛｸﾞ入出力ﾈｼﾞ端子 ・④～⑦までの端子は、 の入力になります。Ach
・ｾﾝｻの外被(ｼｰﾙﾄﾞ線)は、ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ( )に接続して下さい。FG

・ 線式6

電源ﾗﾝﾌﾟ ｺﾈｸﾀRS-232C

RS-485※注意 入出力ﾕﾆｯﾄ用ﾈｼﾞ端子の部分には、ｱﾅﾛｸﾞ出力、
の時に使用します。 出力の時は、ﾈｼﾞ端子ではなくBCD
ｶｰﾄﾞｴｯﾁﾞﾀｲﾌﾟ ﾘﾎﾞﾝｹｰﾌﾞﾙ用ｺﾈｸﾀを使用します。
(ﾋﾛｾ電機社製 )HIF5C-50DA-2.54R
適合電線 ﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙUL2651 AWG#28

・ 線式のｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝｻを接続する場合は、(＋ と＋ )、( 本 、外被径 ～ )です。7 /0.127mm 0.8 1.0mm 6 EXC S
(－ と－ )とをそれぞれ短絡して下さい。EXC S
その他の内容は、 線式と同じです。3-1.電源の接続 4

･入力電圧は、 ～ ± ％( )です。AC100V 240V 10 50/60Hz
電源入力ﾈｼﾞ端子 ｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝｻの印加電圧は、 、 、 です。印加電圧注意！ 2.5V 5V 10V

以下のｾﾝｻが接続された場合は、発熱又は破損する事があります

・適合圧着端子寸法

変位ｾﾝｻの接続3-3.
・各種変位ｾﾝｻを接続する事が可能です。また校正( )で3-2. ｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝｻの接続 Bch
入力ﾚﾝｼﾞの設定により、電圧電流を選択する事が可能です。・ｱﾅﾛｸﾞ入出力ﾈｼﾞ端子 /

・①～③までの端子は、 の入力になります。端子 信号名 内 容No. Bch
③直流電流の入力端子です。8 FG ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ

②直流電圧の入力端子です。7 SIG Ach＋ ＋入力端子( )

①ｱﾅﾛｸﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ端子です （②③の共通入力端子です。)6 SIG Ach－ －入力端子( ) 。
－ －ｾﾝｻ電源出力端子(－側) ( )5 EXC Ach
＋ ＋ｾﾝｻ電源出力端子(＋側) ( ) ｱﾅﾛｸﾞ入出力ﾈｼﾞ端子4 EXC Ach
・ ＋電流入力( ) 変位ｾﾝｻ 電流出力 ( )3 A IN Bch +
・ ＋電圧入力( ) 本器内部2 V IN Bch 4 20mA 0 20mA～ 、± ～

－ｱﾅﾛｸﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ( ) ( ) ③ ・ (電流入力)1 AG Bch AG A IN
変位ｾﾝｻ 電圧出力 ( )+

± ② ・ (電圧入力)・ 線式4 0-10V V IN

AG①

( ) 下面AG

・適合圧着端子寸法

φ3.2mm
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φ 3.2mm

5.9max

5min
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８タッチパネル

ディスプレイ
カラーＬＣＤ

電源端子

Ｌ

Ｎ

                端 子 No. 3は 供 給 電 圧 の 中 性 点 で 充 電 さ れ て い ま す の で 、
                他 の 端 子 と 接 触 し な い よ う 、 注 意 し て く だ さ い 。

                N o . 4の ｼｮ ｰ ﾄ ﾊ ﾞ ｰを 外 し て く だ さ い 。 ｼｮｰ ﾄ ﾊ ﾞ ｰを 外 さ な い で
　 　 　 　 　 　 　 　 ﾌﾚｰ ﾑ (ｹ ｰ ｽ )  に 触 れ ま す と 、 感 電 の 恐 れ が あ り ま す 。

                接 地 で き な い 環 境 で 使 用 す る 場 合 は 、 端 子 No. 3と 端 子

              ・ 端 子 No. 4  は ﾌﾚ ｰ ﾑ ( ｹ ｰ ｽ )  に 接 続 さ れ て い ま す 。 接 地 で き
　 　 　 　 　 　 　 　 　 な い 環 境 で も ﾉｲｽﾞ対 策 、 静 電 気 の 障 害 を 防 止 す る た め に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 使 用 可 能 で す 。

              ・    端 子 は 保 護 接 地 端 子 で す 。 No. 4（    ） と 同 電 位 で す 。

 ・ 端 子 No. 1 ( L )と 端 子 No.2 ( N )に 電 源 を 接 続 し ま す 。

 ・ 端 子 No. 3（    ） と 端 子 No. 4（    ） は 、 ｼｮｰ ﾄﾊ ﾞ ｰで 接 続 さ れ て い ま す 。
   接 地 端 子 で す 。 電 撃 事 故 、 静 電 気 の 障 害 を 防 止 す る た め に 接 地 を し て
   く だ さ い 。
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入出力信号の接続 ．表示画面の名称と機能3-4. 4
ｼﾝｸﾞﾙ表示画面( ﾒｰﾀ)1)入出力制御ｺﾈｸﾀ配列 4-1. Ach, Bch

入出力ｺﾈｸﾀ ① 表示画面切換 ｷｰ ②使用ﾊﾟﾀｰﾝ ③ ﾎｰﾙﾄﾞ ｷｰ ④ 設定 ｷｰ" " " " " "
内 容 内 容端子 信号名 端子 信号名No. No.

( ) ｱﾅﾛｸﾞ出力1 O OUT1( ) 比較出力 14 O AOUTA
( )2 O OUT2( ) 比較出力 Ach

( ) 比較出力 ⑩比較出力ﾓﾆﾀ3 O OUT3 15 O AOUTB( ) ｱﾅﾛｸﾞ出力

( ) 比較出力 ⑤ 表示 比較設定値表示4 O OUT4 Ach( )Bch
ｱﾅﾛｸ゙ ｸ゙ ﾗﾝﾄ゙5 O OUT5 16 AG( ) 比較出力

( ) ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛｷｰ6 O Error BUSY( ) ｴﾗｰ信号 ⑨17 O BUSY "DZ"
7 O SYNC "HOLD, PEAK"( ) ⑥同期信号出力 出力※

( ) 動作状態ﾓﾆﾀ ⑧ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ表示8 18 I P0E.COM ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ出力 ﾊﾟﾀｰﾝｾﾚｸﾄ

ｺﾓﾝ ﾊﾟﾀｰﾝｾﾚｸﾄ19 I P1( )

ｽﾀｰﾄ ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ ﾊﾟﾀｰﾝｾﾚｸﾄ9 I STA 20 I P2( ) ( )/
( ) ⑦表示値 単位表示( ) ﾊﾟﾀｰﾝｾﾚｸﾄAch 21 I P3

ｽﾀｰﾄ ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ ｸ゙ ﾗﾌｨｯｸｽﾀー ﾄ10 I STB 22 I( ) ( )/ START
ﾏﾙﾁ表示画面( ﾒｰﾀ)( ) ｸ゙ ﾗﾌｨｯｸｽﾄｯﾌ゚Bch 23 I STOP( ) 4-2. 2ch

( ) ( ) ﾘｾｯﾄ 比較出力ﾓﾆﾀ11 I DZA 24 I "HI, LO"ﾃ゙ ｨｼ゙ ﾀﾙｾ゙ ﾛ( )Ach RESET
12 I DZB 25 DG Ach( ) ﾃ゙ ｨｼ゙ ﾀﾙｾ゙ ﾛ( ) ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙBch

表示 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛｷｰ13 DG Ach "DZ"ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ ｸﾞﾗﾝﾄﾞ

・上表の ( ) ( )″は 信号の方向を示し ( )＝出力 ( )＝入力です ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ表示" 0 I 0 I "HOLD, PEAK" Ach、 、 、 、 。

動作状態ﾓﾆﾀ( )・※ 出力は、 ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞ機能有りの場合に使用します。BUSY SD Ach
Bch・指定ｺﾈｸﾀ

(指定ｺﾈｸﾀ以外のｺﾈｸﾀを使用した場合には装着できません) 表示 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛｷｰBch "DZ"

半田付きﾀｲﾌﾟ (ｹｰｽ付)(中央無線社製) ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ表示E25-403N-150 "HOLD, PEAK" Bch
( )動作状態ﾓﾆﾀ Bch
上段 表示値 単位表示( )2)入出力信号機能 Ach kg

・端子 ～ ：比較出力( ～ ) 下段 表示値 単位表示( )No.1 5 OUT1 5 Bch mm
(出力端子) 各機能の選択により出力の信号が変化する。

比較出力 ・ 設定 ｷｰOUT1 OUT2 OUT3 OUT4 OUT5 " "
機能 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 各種ﾃﾞｰﾀ設定を行う時に使用します。No.1 No.2 No.3 No.4 No.5
ﾒｰﾀ 各種設定は、測定動作を中止し各出力を にして実行しますので、Ach HH HI GO LO LL OFF
ﾒｰﾀ 設定開始注意画面が表示され が選択された時にﾒｲﾝ設定画面をBch HH HI GO LO LL "YES"
ﾒｰﾀ ( ) ( ) ( ) 表示し、設定可能となります。2ch HI Ach HI Bch LO BchLO Ach GO 1( ) (※ )

波形比較 ( ) 「 画面構成及び設定方法」を参照して下さい。Ach HI Ach 5.LO Ach GO Ach( ) ( ) －－－ －－－
波形比較 ( ) ( )Bch HI Bch LO Bch－－－ －－－ GO Bch( )

HI Bch LO Bch "HH" "HI" "GO" "LO" "LL"波形 変位比較 ( ) ( ) ( )& HI Ach LO Ach GO Ach ( ) ( ) ・比較出力ﾓﾆﾀ 、 、 、 、

※ 両ﾁｬﾝﾈﾙの が全て の時のみ になります。 比較出力 の状態を表示し、ｼﾝｸﾞﾙ表示画面の場合は、1 HI, LO OFF ON ON/OFF
比較設定値も表示されます。

ﾏﾙﾁ表示画面( ﾒｰﾀ)の場合は、 別の表示になります。3)ｱﾅﾛｸﾞ出力(標準) 2ch Ach, Bch
・各ﾁｬﾝﾈﾙ別の入力に比例した、ﾓﾆﾀ用のｱﾅﾛｸﾞ電圧を出力します。 また は設定ｷｰでもあり、押すとﾃﾝｷｰ入力画面が"HH", "HI", "LO", "LL"
表示値とｱﾅﾛｸﾞ電圧出力は一致しません。 表示され設定可能となります。(測定動作中に設定が可能です。)

・ｾﾝｻ入力のｱﾅﾛｸﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞと出力のｱﾅﾛｸﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞは同電位です。

ｸﾞﾗﾌ表示画面(各ﾎｰﾙﾄﾞ ﾌﾘｰﾗﾝ)(非ｱｲｿﾚｰｼｮﾝ) 4-3. ,

・入力と出力電圧 軸表示値・単位Y
Vﾁｬﾝﾈﾙ( ) 入 力ch 出力電圧(

ｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝｻ ± 約± 軸ｽｹｰﾙ単位 表示Ach 4.0mV/V 6V Y Ach
Bch 0 10V 5V電圧入力 ± ～ 約±

Bch 0 20mA 4 20mA 5V電流入力 ± ～ ( ～ ) 約±

' "WAIT"⑥

本器内部 入出力制御ｺﾈｸﾀ 動作状態ﾓﾆﾀ

軸ｽｹｰﾙ・時間( )X S
( )+

端子 外部機器 ⑪ ｶｰｿﾙ表示 ｷｰNo.14 AOUTA A " "
( )+

端子 ⑫ ｶｰｿﾙ移動 ｷｰｰ ⑬ ｽﾀｰﾄ ｽﾄｯﾌﾟ ｷｰNo.15 AOUTB " " " / "
B( ) 外部機器－

波形比較表示画面( )端子 No.16 AG 4-4. Ach,Bch
軸表示値・単位Y

※負荷抵抗 Ω以上10K
軸ｽｹｰﾙ単位 上限波形設定値Y

下限波形設定値

軸ｽｹｰﾙ・時間( )X S
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波形＆変位比較表示画面 画面構成及び設定方法4-5. 5.
注)出荷時画面は です。⑭ 軸表示値・単位Y 5-1. ﾒｰﾀ、ｸﾞﾗﾌ(例) a

設定開始注意画面通常表示画面

a

軸ｽｹｰﾙY
単位

⑮ 軸表示値・単位X
ﾒｲﾝ設定画面

軸ｽｹｰﾙ・変位X
(単位)

機能説明4-6.
・画面での操作及び設定は、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙで行います。この時同時に 点以上を2
押したり、連続して早押しをすると押したﾎﾟｲﾝﾄを誤検出することがあり

ますので、必ず 点のみ間隔をあけて押して下さい。1
① 表示画面切換 ｷｰ" "
・ 基本機能設定」で設定する )ﾒｰﾀ設定の内容によって変化「7. 1

項目別設定画面します。

・ 種類の表示切換ｷｰがあります が3 。

押された時の状態をﾒｰﾀ設定別に示します。

◎ﾒｰﾀ設定で 及び が選択された場合の表示画面の切換Ach Bch
・ ﾒｰﾀｼﾝｸﾞﾙ表示及び ・ のｸﾞﾗﾌ表示及びAch Ach

ﾒｰﾀｼﾝｸﾞﾙ表示 のｸﾞﾗﾌ表示Bch Bch

各設定 ｷｰ" "

測定値取込画面

◎ﾒｰﾀ設定で ﾒｰﾀが選択された場合の表示画面切換2ch
・ ﾒｰﾀ画面 ・ のｸﾞﾗﾌ表示2ch Ach

設定値入力画面

設定値選択画面 ﾃﾝｷｰ入力画面

・ のｸﾞﾗﾌ表示Bch

設定ﾃﾞｰﾀﾂﾘｰ5-2.
基本機能設定

設定項目 設定範囲ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値

ﾒｰﾀ ﾒｰﾀﾒｰﾀ設定 Ach Ach
ﾒｰﾀBch
ﾒｰﾀ2ch

Ach◎波形比較 及び波形＆変位比較が選択された場合は画面がAch/Bch 波形比較

Bch切り換わりません。 波形比較

波形 変位比較&
2.5 CPS 12.5, 6.25, 2.5, 1.0, 0.5 CPS波形比較 波形＆変位比較 表示更新周期

500 CPS 4000, 2000, 1000, 500, 200, 100, 50,ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度

20, 10 CPS
時間 ～ (秒)ﾓｰｼｮﾝﾃﾞｨﾃｸﾄ(時間) 0.0 0.0 9.9

( 時間)MD
比較幅 ～ ( )ﾓー ｼｮﾝﾃ゙ ｨﾃｸﾄ(比較幅) 1 01 99 digit

( 比較幅)MD
補正時間 ～ (秒)ｾﾞﾛﾄﾗｯｷﾝｸﾞ(時間) 0.0 0.0 9.9

( 補正周期)ZT
補正幅 ～ ( )ｾ゙ ﾛﾄﾗｯｷﾝｸ゙ (補正幅) 0 0 99 digit

( 補正幅)ZT
～ (秒)入力ｵﾝﾃﾞｨﾚｲ 0.000 0.000 4.999

～ (秒)出力ｵﾌﾃﾞｨﾚｲ 0.000 0.000 4.999
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設定項目 設定範囲 設定項目 設定範囲ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値

～ (秒) ( )ﾊﾟﾜｰｵﾝﾃﾞｨﾚｲ ｱﾅﾛｸﾞﾌｨﾙﾀ0 0 30 600 10, 30, 300, 600 Hz

0 0 99 99999 -99998 99999ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ点灯時間 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾐｯﾀ～ (分) ～HI

0 255 -99999 -99999 99998明るさ調整 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾐｯﾀ－－－ ～ ～LO

33 0 63 1 1, 2, 5, 10ちらつき調整 ｽﾃｯﾌﾟ幅～

比較設定値設定DZ値ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ OFF OFF ON、

( ) ( ～ ) ( ～ )Language English日本語 日本語、 Ach/Bch P00 P15 / P00 P15
通信速度 設定項目 設定範囲9600 38400, 19200, 9600, 4800, 2400 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値

BPS P00 15設定ﾊﾟﾀｰﾝ －－－ ～

7 7, 8ﾃﾞｰﾀ長

P00 15ﾊﾟﾘﾃｨ 設定値ｺﾋﾟｰ偶数 偶数、奇数、なし ～－－－
2 2, 1ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ

CR+LF CR+LF, CR, LF 1000 -99999 99999ﾃﾞﾘﾐﾀ 上上限設定値 ～

ｱﾄﾞﾚｽ( ) ( 比較設定)RS485-ID HH0 00 99～

500 -99999 99999上限設定値 ～

( 比較設定)ｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞ 入力設定 HI
100 -99999 99999( )Ach ( ～ )P00 P15 下限設定値 ～

設定項目 設定範囲 ( 比較設定)ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 LO
P00 15 50 -99999 99999設定ﾊﾟﾀｰﾝ 下下限設定値－－－ ～ ～

( 比較設定)LL
P00 15 1 -9999 9999設定値ｺﾋﾟｰ －－－ ～ 上上限ﾋｽﾃﾘｼｽ設定値 ～

( ﾋｽﾃﾘｼｽ設定)HH
2.5V 2.5V, 5V, 10V 1 -9999 9999ｾﾝｻ電源 上限ﾋｽﾃﾘｼｽ設定値 ～

( ﾋｽﾃﾘｼｽ設定)HI
0 0.0000 -1 -9999 9999ｾﾞﾛ校正 下限ﾋｽﾃﾘｼｽ設定値 ～

( ﾋｽﾃﾘｼｽ設定)LO
2.0000 SPIN -1 -9999 9999等価校正 値(定格出力値) 下下限ﾋｽﾃﾘｼｽ設定値 ～

( ～ ) ( ﾋｽﾃﾘｼｽ設定)0.1 3.000mV/V LL
ｽﾊﾟﾝ設定値( ～ ) 通常動作 通常動作、ｴﾘｱ、ﾗﾝｸ実負荷校正 比較出力ﾀｲﾌﾟ10000 100 99999

0 0.0000, 0.000, 0.00, 0.0, 0 0 0 99999小数点 ｾﾞﾛ幅設定 ～

比較出力開始条件 常時 常時、ｾﾞﾛ幅、安定、ｾﾞﾛ幅＋安定

0 99999ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｼﾌﾄ ±

ﾎｰﾙﾄﾞ機能単位 None 79種類から選択
( ～ )移動平均 off off, 2, 4, 8, 16, 32, 64, 128, 256, P00 P15
設定項目 設定範囲512, 1024(回) ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値

600 10, 30, 300, 600 Hz P00 15ｱﾅﾛｸﾞﾌｨﾙﾀ 設定ﾊﾟﾀｰﾝ( ) ～－－－

99999 -99998 99999 P00 15ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾐｯﾀ 設定値ｺﾋﾟｰHI ～ ～－－－

～ 通常動作 ①通常動作ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾐｯﾀ ﾎｰﾙﾄﾞﾀｲﾌﾟLO -99999 -99999 99998
②ｻﾝﾌﾟﾙﾎｰﾙﾄﾞ

③ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞｽﾃｯﾌﾟ幅 1 1, 2, 5, 10
④ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞ ｱﾅﾛｸﾞ入力設定
⑤ﾋﾟｰｸ・ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ( )Bch ( ～ )P00 P15

P設定項目 設定範囲ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ⑥期間指定

P00 15 V設定ﾊﾟﾀｰﾝ －－－ ～ ⑦期間指定

P-V⑧期間指定

P00 15 P設定値ｺﾋﾟｰ －－－ ～ ⑨時間指定

V⑩時間指定

0-10V 0-10, 0-20mA, 4-20mA P-V入力ﾚﾝｼﾞ ± ± ± ⑪時間指定

LV P⑫ ＋時間

10000 0 99999 LV Vﾌﾙｽｹｰﾙ ～ ⑬ ＋時間

LV P-V⑭ ＋時間

～ ⑮ ＋期間極大値ｵﾌｾｯﾄ 0 0 99999 LV
⑯ ＋期間極小値LV

～ ⑰ ＋期間変曲点ﾌﾙｽｹｰﾙ入力値 10.000 -10.000 10.000, LV
-20.000 20.000～

ｵﾌｾｯﾄ入力値 ※ 波形開始ﾚﾍﾞﾙ0 -10.000 10.000,～ "LV"=
-20.000 20.000～

0 0.0000, 00.000, 000.00, 0000.0,小数点

0
0 99999ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｼﾌﾄ ±

種類から選択単位 None 79
off off, 2, 4, 8, 16, 32, 64, 128, 256, 100 99999移動平均 波形開始ﾚﾍﾞﾙ ±

(回)512, 1024
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設定項目 設定範囲 設定項目 設定範囲ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値

－－－波形開始条件 読取通過 通過

立ち上がり

立ち下がり ①直前の波形範囲外波形読取 －－－
大きい ② つ前の波形2
小さい ③ つ前の波形3
～ ④ つ前の波形検出時間 1000 1 9999 4

⑤範囲外波形ﾒﾓﾘ( )ON/OFF
～ (ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 )検出最小値 50 1 9999 ON

－－－範囲外波形ｸﾘｱ

1/2 1/4, 1/2, 3/4, 1,検出ﾚﾍﾞﾙ値 × × × × ×

1.25, 1.5, 2, 3, 4× × × × ×

ﾘﾆｱﾗｲｽﾞ設定検出回数 1 1 9～
( ) ( ～ ) ( ～ )Ach/Bch P00 P15 / P00 P15

変曲点検出値 設定項目 設定範囲30 1 99999～ ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値

P00 15設定ﾊﾟﾀｰﾝ －－－ ～

20 1 999検出時間 A ～

P00 15設定値ｺﾋﾟｰ －－－ ～

20 1 999検出時間 B ～

2 2 32ﾃﾞｰﾀ数 ～

ｸﾘｱ ｸﾘｱ(ｾﾞﾛｸﾘｱ)波形比較波形 変位比較/ & 動作設定 ON, OFF,
(ﾘﾆｱﾗｲｽﾞ)( ～ )P00 P07

0 -99999 99999設定項目 設定範囲 入力ﾃﾞｰﾀﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ～

P00 07 I 0 31設定ﾊﾟﾀｰﾝ －－－ ～ ＝ ～

0 -99999 99999出力ﾃﾞｰﾀ ～

P00 07 0 0 31比較波形書込 －－－ ～ ＝ ～

2比較波形ｸﾘｱ －－－ 基本機能設定

波形ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ 設定項目 設定範囲－－－ ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値

OFF ON, OFFDZ ｷｰﾌﾟﾛﾃｸﾄ
－－－ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ波形移動

( )入力設定ﾌﾟﾛﾃｸﾄ OFF ON, OFF Ach/Bch
－－－比較波形描画

OFF ON, OFF各設定値ﾌﾟﾛﾃｸﾄ

①比較設定値比較波形編集 －－－
②ﾎｰﾙﾄﾞ機能

③ﾘﾆｱﾗｲｽﾞ比較領域設定 －－－
④波形比較( )始点終点/

～ ⑤表示設定上限変位設定値 10000 0 99999
⑥基本機能設定

～ ⑦ｱﾅﾛｸﾞ、 出力下限変位設定値 0 0 99999 BCD
～ を選択し初期化( 別)①入力設定初期化 －－－ P00 15 Ach/Bch

～ を選択し初期化( 別)ｸﾞﾗﾌ表示設定 ②比較設定初期化 －－－ P00 15 Ach/Bch
( ～ )P00 P15

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 ～ を選択し初期化( 別)設定項目 設定範囲 ③ﾘﾆｱﾗｲｽﾞ設定 －－－ P00 15 Ach/Bch
設定ﾊﾟﾀｰﾝ 初期化－－－ P00 15～

～ を選択し初期化④ｸﾞﾗﾌ表示設定 －－－ P00 15
設定値ｺﾋﾟｰ 初期化－－－ P00 15～

～ を選択し初期化⑤ﾎｰﾙﾄﾞ設定初期化 －－－ P00 15
0 -99999 99999Y軸開始点 ～

～ を選択し初期化⑥波形比較設定 －－－ P00 07
軸倍率 初期化Y 1/100 1/1, 1/2, 1/5, 1/10, 1/20, 1/50,(

～ を選択し初期化1/100, 1/200, 1/500, 1/1000, P00 15⑦出力設定初期化 －－－
(ｱﾅﾛｸﾞ )1/2000) ,BCD

－－－X軸開始点 ⑧基本機能設定0 0 99999～

初期化

( ) ①～⑧の項目をすべて初期化X軸倍率 全設定初期化1/5 1/1, 1/2, 1/5, 1/10 －－－
～ (秒)ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ時間 1.0 0.0 99.9

外部信号 ①ﾌﾘｰﾗﾝ ｶﾗｰ、ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ、ﾗｲﾝｽﾀｰﾄﾀｲﾌﾟ 表示ﾁｪｯｸ －－－
入力 ②外部信号入力

－－－③波形開始ﾚﾍﾞﾙ ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙﾁｪｯｸ

④外部信号＋ﾚﾍﾞﾙ

－－－制御端子ﾁｪｯｸ

－－－ｾﾝｻｾﾙﾌﾁｪｯｸ

ｱﾅﾛｸﾞまたは (仕様による)出力ﾁｪｯｸ －－－ BCD
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波形比較、波形 変位比較(例)ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ 5-4. &
※修正は 項を参照して下さい。ｱﾅﾛｸﾞ出力付の場合 9-1.

設定項目 設定範囲 通常表示画面ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値

P00 15設定ﾊﾟﾀｰﾝ －－－ ～

P00 15設定値ｺﾋﾟｰ －－－ ～

ﾒｰﾀ ﾒｰﾀ、 ﾒｰﾀ出力ﾁｬﾝﾈﾙ Ach Ach Bch

± ± ﾒｲﾝ設定画面「 設定ﾃﾞｰﾀﾂﾘｰ参照出力ﾀｲﾌﾟ 10V 10V, 4-20mA 5-2.

10000 -99999 99999ｱﾅﾛｸﾞ出力 HI ～

0 -99999 99999ｱﾅﾛｸﾞ出力 LO ～

出力付の場合BCD

P00 15設定ﾊﾟﾀｰﾝ －－－ ～

項目別設定画面

P00 15設定値ｺﾋﾟｰ －－－ ～

ﾒｰﾀ ﾒｰﾀ、 ﾒｰﾀ出力ﾁｬﾝﾈﾙ Ach Ach Bch

※出力ﾕﾆｯﾄが実装されていない時には、ﾎﾞﾀﾝ操作不能

になります。(ﾎﾞﾀﾝ表示は網掛けになります。)

各設定 ｷｰ" "
設定値入力画面5-3.
)測定値取込画面1

校正 はｲﾝｼﾞｹｰﾀｰで 項目別設定画面に戻ります" "
設定する内容を表示します

ｾｯﾄ ｷｰで測定値を" "
設定するﾃﾞｰﾀ名 取込確認します。

(確定と同時に測定値

が青色になります)

測定値を表示します。

※注意

※注意「 基本機能設定の )ﾓｰｼｮﾝﾃﾞｨﾃｸﾄ」機能が有効の場合、7. 4
設定値入力画面ｱﾅﾛｸﾞ入力が不安状態の時に測定値が赤色になります。

上下限波形設定値ｸﾘｱ 基本波形ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ 波形の移動不安定状態でも設定は可能です。

)設定値選択画面2
選択値を表示します。

項目選択 はｲﾝｼﾞｹｰﾀで" "
設定するﾃﾞｰﾀ選択します。

波形設定値の作成 波形設定値の修正 比較領域の設定

設定するﾃﾞｰﾀ名

設定値をｽｸﾛｰﾙします。

ｷｰを押し設定値を

選択します。

上下限波形設定値

)ﾃﾝｷｰ入力画面3
設定値を表示します

ﾃﾝｷｰ入力 はｲﾝｼﾞｹｰﾀｰで" "
ﾃﾝｷｰでﾃﾞｰﾀを設定します。

ｾｯﾄ ｷｰで設定値を取込" "
設定するﾃﾞｰﾀ名 確定します。

(確定と同時に設定値

が青色になります。)

ﾃﾝｷｰ で設定値を設定 は設定値を に" " "C" "0"
します。 します。

発生時にもError x
使用できます。

、 － で極性を設定します。"+" " "
－ は設定ﾃﾞｰﾀによって受付けない事があります。" "
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・ ｾｯﾄ ｷｰで測定値を取込確定します。6. Ach等価校正、実負荷校正の手順( ) " "
・校正を実行する場合、先に 項のｾﾞﾛ校正、等価校正、実負荷校正以外の (確定と同時に測定値が青色になります。)6-2.
項目を設定して下さい。ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度は、 回秒固定で行います。50 /
)ﾌﾟﾛﾃｸﾄ設定 ：基本機能設定 画面で 入力設定ﾌﾟﾛﾃｸﾄ ｷｰを1 OFF 2 " "

押してﾌﾟﾛﾃｸﾄを にします。OFF
)ｾﾝｻ電源の確認 ：設定画面で設定内容を確認してから通常表示画面2

に戻ってから本器の電源を切り、ｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝｻを

接続します。

)ｾﾞﾛ校正 ：等価校正、実負荷校正で共通の設定になります。 ・取り込んだｾﾞﾛ値が次の場合は、 とし再設定となります。3 Error
ｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝｻに負荷を加えない状態で、ｾﾞﾛ点を ：取り込んだｾﾞﾛ値が－ より小さい時Error 1 4.0mV/V
設定します。ｾﾞﾛ校正が完了後、状況により等価校正 ：取り込んだｾﾞﾛ値が より大きい時Error 2 3.0mV/V
又は実負荷校正のどちらかを選択し校正を実行します ・再設定は ▲ ｷｰを押し ｾﾞﾛ 校正 ｷｰを押して行います。" " " "

)等価校正 ：ｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝｻの定格値( 値)とその時の表示値4 SPIN
(ｽﾊﾟﾝ設定値)を設定します。 )等価校正6
等価校正は、ｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝｻの定格出力( )と ・ｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝｻの定格出力値( 値)とその時の表示値を設定します。mV/V mV/V
その時の表示値を設定すれば良く実負荷がなくても ・ｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝｻの定格出力値( 値)の設定範囲 ～ です。SPIN 0.1 3.0mV/V
校正が可能となります。 ・ｽﾊﾟﾝ設定値(表示値)の設定範囲 ～ です。100 99999

)実負荷校正 ：実負荷校正は、接続されたｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝｻに実負荷を ・設定値選択画面で設定値を選択後、ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。5
を加えて、その時に表示値(ｽﾊﾟﾝ設定値)を設定

します。 ・設定値選択画面(誤差が少なく正確な校正が可能となります)

)ﾌﾟﾛﾃｸﾄ設定 ：設定確定後、通常表示画面に戻り基本機能設定 で 設定値( ｽﾊﾟﾝ)を選択します。6 ON 2 SPIN,
入力設定ﾌﾟﾛﾃｸﾄ ｷｰを押してﾌﾟﾛﾃｸﾄ にします。" " ON

ｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞ6-1.
・設定手順 → 設定 ｷｰ → 設定開始注意画面 → ﾒｲﾝ設定画面 → ) 値" " a SPIN
入力 ｷｰ ・ ｾｯﾄ ｷｰで設定値を取込確定します。" " " "

・本器には、任意の実負荷を入力してｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝを行う実負荷校正と (確定と同時に設定値が青色になります。)

ｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝｻのﾃﾞｰﾀを直接設定し、実負荷を使用しないで校正を行う 値(確定出力値) 値 の場合SPIN SPIN Error
等価校正があります。

・基本機能設定 、入力設定ﾌﾟﾛﾃｸﾄ機能が2
の場合は、設定できません。 にして設定を行います。"ON" "OFF"

・ でｽﾊﾟﾝ設定値、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｼﾌﾄ値、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾐｯﾄ値を設定する時にAch
小数点の設定はしませんが、小数点位置が設定されている場合は表示

します。

・取り込んだ 値(確定出力値)が次の場合は、 とし再設定とSPIN Error
なります。6-2. Achｱﾅﾛｸﾞ入力設定( )

校正時に設定する全項目を示します。 ｾﾞﾛ校正、等価校正、実負荷校正 ： 値より小さい時" " Error 3 0.1mV/V
以外の項目は校正実行前に設定又は確認しておく必要があります。 ： 値より大きい時Error 4 3.0mV/V

・再設定は を押し設定値を にして設定するか、 ▲ を押し上記"C" "0" " "
項目別設定画面 )項の設定値選択画面に戻り、 値 を押して行います。1/5 6 "SPIN "

)設定ﾁｬﾝﾈﾙ )ｽﾊﾟﾝ設定値1 b
・ を選択します。 ・ 値(定格出力値)取込確定した時の表示値を設定します。Ach SPIN
・ を選択した場合は「 ｱﾅﾛｸﾞ入力設定 ・ ｾｯﾄ ｷｰで設定値を取込確定します。Bch 6-3. " "
( )」を実行します。 (確定と同時に設定値が青色になります。)Bch

ｽﾊﾟﾝ設定値 ｽﾊﾟﾝ設定値 の場合Error
)設定ﾊﾟﾀｰﾝ2
・設定値選択画面で設定するﾊﾟﾀｰﾝを設定します

0 15・設定範囲 ～

項目別設定画面 ※設定値を変更する前に設定ﾊﾟﾀｰﾝを選択して2/5
下さい。

)設定値ｺﾋﾟｰ ・取り込んだｽﾊﾟﾝ設定値のﾁｪｯｸを行います。3
・設定値選択画面でｺﾋﾟｰ先のﾊﾟﾀｰﾝを設定します 本器内部の分解能は、 値の時、 です。1.000mV/V 10000
・設定範囲 ～ ＝ｽﾊﾟﾝ設定値 ( 値× )0 15 k1 / SPIN 10000

・ ＞ の時に を表示します。k1 1 Error 5
)ｾﾝｻ電源 ・ でも問題ない場合は、 ｾｯﾄ ｷｰを押し、設定値を取込そのまま4 Error 5 " "
・使用するｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝｻに印加する電圧を設定 使用可能です。

項目別設定画面 します。 問題がある場合は、 を押し設定値を にして設定するか、 ▲ ｷｰ3/5 "C" "0" " "
・設定値選択画面で設定します。 を押して上記 )項の設定値選択画面に戻り ｽﾊﾟﾝ設定値 を押して、6 " "
・設定電圧 再設定を行います。10V, 5V, 2.5V

それでも になる場合は、 ▲ ｷｰを 回押して、 )ｾﾞﾛ校正からｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝｻを接続する前に設定して下さい。 Error 5 " " 2 5
再設定する必要があります。

)ｾﾞﾛ校正5
・ｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝｻが無負荷状態で、表示値が と )実負荷校正"0" 7
なる点をｾﾞﾛ値として取り込みます。 ・ｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞｾﾝｻに実負荷を加えた時の測定値(ｽﾊﾟﾝ値)と、その時の

・ｾﾞﾛ値の取込範囲は－ ～ です。 ｽﾊﾟﾝ設定値(表示値)を取り込みます。4.0 3.0mV/V
・測定値取込画面で行います。 ・測定値(ｽﾊﾟﾝ値)の取込範囲－ ～ です。3.0 4.0mV/V
・等価校正、実負荷校正で使用します。 ・ｽﾊﾟﾝ設定値(表示値)の設定範囲 ～ です。100 99999

※注意 [ 基本機能設定の )ﾓｰｼｮﾝﾃﾞｨﾃｸﾄ]機能が有効の場合、 ・測定値取込＋ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。7. 4
ｱﾅﾛｸﾞ入力が不安定状態の時に測定値が赤色になり ※注意 「 基本機能設定の )ﾓｰｼｮﾝﾃﾞｨﾃｸﾄ」機能が7. 4
ます。不安定状態でも設定は可能です。 有効の場合、ｱﾅﾛｸﾞ入力が不安定状態の時に測定値が赤色になり

ます。不安定状態でも設定は可能です。
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" " HI 99998 99999・ ｾｯﾄ ｷｰでｽﾊﾟﾝ設定値、測定値(ｽﾊﾟﾝ値)を同時に取込確定します。 ・設定範囲 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾐｯﾀ － ～

LO 99999 99998(確定と同時に設定値が青色になります。) ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾐｯﾀ － ～

ｽﾊﾟﾝ設定値 値が の場合SPIN Error
)ｽﾃｯﾌﾟ幅14
・表示値の最小更新幅を設定します。

・設定値選択画面で設定します。

1, 2, 5, 10・設定項目

ｱﾅﾛｸﾞ入力( )6-3. Bch
・ でｽｹｰﾘﾝｸﾞ(ﾌﾙｽｹｰﾙ、ｵﾌｾｯﾄ)、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｼﾌﾄ値、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙBch

・取り込んだ測定値(ｽﾊﾟﾝ値)からｾﾞﾛ値を引いた値を 値 ﾘﾐｯﾄ値を設定する時に、小数点の設定はしませんが、下記 )項SPIN 5
( 値)に換算してﾁｪｯｸを行い、次の場合は とし再設定と で小数点位置が設定されている場合は表示します。mV/V Error
なります。

： 値より小さい時 項目別設定画面 )設定ﾊﾟﾀｰﾝError 3 0.1mV/V 2/5 1
： 値より大きい時 ・設定値選択画面で、設定するﾊﾟﾀｰﾝを決定Error 4 3.0mV/V

・再設定は ▲ を押し上記の項目別設定画面の 実負荷校正 ｷｰを押して します。" " " "
" " 0 15行います。実負荷の加えた状況を確認をして ｾｯﾄ ｷｰを押します。 ・設定範囲 ～

。・ｽﾊﾟﾝ設定値が の場合Error 5 ※設定値を変更する前に設定ﾊﾟﾀｰﾝを選択して下さい

)設定値ｺﾋﾟｰ2
。・設定値選択画面でｺﾋﾟｰ先のﾊﾟﾀｰﾝを決定します

0 15・設定範囲 ～

3/5項目別設定画面

)入力ﾚﾝｼﾞ3
・設定値選択画面で入力ﾚﾝｼﾞを設定します。

1.0000mV/V 10000 0-10V, 0-20mA, 4-20mA・本器内部の分解能は、 値の時 です。 ・設定項目 ±

＝ｽﾊﾟﾝ設定値 ( 値× )k1 / SPIN 10000
・ ＞ の時に を表示します。 )ｽｹｰﾘﾝｸﾞk1 1 Error 5 4
・ でも問題ない場合は、 ｾｯﾄ ｷｰを押し設定値を取込、そのまま ・設定ﾃﾞｰﾀError 5 " "
使用可能です。 )ﾌﾙｽｹｰﾙa
問題がある場合は、 を押し設定値を にして設定するか ▲ ｷｰを )ｵﾌｾｯﾄ"C" "0" " " b
押して、上記の項目別設定画面の 実負荷校正 ｷｰを押して、再設定を )ﾌﾙｽｹｰﾙ入力値" " c
行います。 )ｵﾌｾｯﾄ入力値d
それでも になる場合は ▲ ｷｰを押して、 ・各設定値はﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。Error 5 " "

。5)ｾﾞﾛ校正から再設定する必要があります。 ・設定条件 ﾌﾙｽｹｰﾙ＞ｵﾌｾｯﾄ とします

)小数点 ・設定範囲8
・設定値選択画面で表示する小数点位置を設定します。 電圧入力 電流

0, 0.0, 0.00, 0.000, 0.0000 0 99999・設定項目 ﾌﾙｽｹｰﾙ ～

0 99999ｵﾌｾｯﾄ ～

9 10.000V 20.000)ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｼﾌﾄ ﾌﾙｽｹｰﾙ入力値 ± ±

10.000V 20.000・表示値を単純にｼﾌﾄさせる機能です。 ｵﾌｾｯﾄ入力値 ± ±

表示値＝(内部表示値)＋(±ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｼﾌﾄ値) ・ﾌﾙｽｹｰﾙは、ﾌﾙｽｹｰﾙ入力値が入力

・ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。 された時の表示値を設定します。

・設定範囲 ± ・ｵﾌｾｯﾄは、ｵﾌｾｯﾄ入力値が入力された時の99999
表示値を設定します。

)単位 ・ﾌﾙｽｹｰﾙ入力値 ｵﾌｾｯﾄ入力値の設定は10 ,
・表示値に対応する単位を設定します。 ﾃﾝｷｰ入力画面で設定(ﾀﾞｲﾚｸﾄ設定)する場合と、

・設定値選択画面で設定します。 表示値を使用する(測定値設定)場合

・設定項目 種類(表示無しを含む) があります。79
「 単位表を参照して下さい 」17. 。

・項目別設定画面 で、 ﾌﾙｽｹｰﾙ入力値 ｷｰ3/5 " "
)移動平均 又は、 ｵﾌｾｯﾄ入力値 ｷｰが押された時に11 " "
・ 変換後のﾃﾞｰﾀを移動平均して表示値のﾌﾗﾂｷを軽減する機能です。 ﾃﾝｷｰ入力画面(ﾀﾞｲﾚｸﾄ設定)で設定するか、A/D
回数を多くする程、表示値は安定しますが、応答は遅くなります。 測定値(測定値設定)を使用するかを

・設定値選択画面で設定します。 選択します。

・設定項目 回OFF, 2, 4, 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512, 1024
・ ﾀﾞｲﾚｸﾄ設定 ｷｰが押された場合ﾃﾝｷｰ設定" "

)ｱﾅﾛｸﾞﾌｨﾙﾀ 画面で設定します。12
・ｱﾅﾛｸﾞ入力信号から不要なﾉｲｽﾞ成分を除去するためのﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀです。 ・ ｾｯﾄ ｷｰで設定値を取込確定します。" "
ｶｯﾄｵﾌ周波数を大きくする程、対応は速くなりますが、ﾉｲｽﾞ成分が含ま (確定と同時に設定値が青色になります。)

れる事があります。 ・再設定をする時は を押します。"C"
・設定値選択画面で設定します。

・設定値項目 ・ 測定値設定 ｷｰが押された場合測定値10, 30, 300, 600 " "
取込画面で行います。

項目別設定画面 )ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾐｯﾀ( ) ・ ｾｯﾄ ｷｰで測定値を取込確定します。5/5 13 HI/LO " "
・表示値の表示範囲を指定し表示範囲外の場合 (確定と同時に測定値が青色になります。)、

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾐｯﾀ値を表示します。 ・再設定は ▲ を押し上記の選択画面に戻り、" "
・ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。 再度 測定値設定 ｷｰを押します。" "
・設定条件

HI LOﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘｯﾐﾀｰ ＞ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾐｯﾀ
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4 HI 99998 99999設定するﾃﾞｰﾀは 種類です。 ・設定範囲 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾐｯﾀ － ～

LO 99999 99998ｽｹｰﾘﾝｸﾞ 設定例 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾐｯﾀ － ～

9.000Vﾌﾙｽｹｰﾙ入力値 ＝

ﾌﾙｽｹｰﾙ値(表示値)＝ )ｽﾃｯﾌﾟ幅2000 11
ｵﾌｾｯﾄ入力値 ＝ ・表示値の最小更新幅を設定します。0.000V
ｵﾌｾｯﾄ(表示値) ＝ ・設定値選択画面で設定します。0

1, 2, 5, 10・設定項目

基本機能設定ｽｹｰﾘﾝｸﾞ設定例 7.
ﾌﾙｽｹｰﾙ入力値 ＝ ・設定手順 → 設定 ｷｰ → 設定開始注意画面 → ﾒｲﾝ設定画面 →10.000V " "
ﾌﾙｽｹｰﾙ値(表示値)＝ 次ﾍﾟｰｼﾞ ｷｰ → 基本機能 ｷｰ2000 " " " "

2.000V 1/6ｵﾌｾｯﾄ入力値 ＝ 項目別設定画面

ｵﾌｾｯﾄ(表示値) ＝ )ﾒｰﾀ設定0 1
・設定値選択画面からﾒｰﾀ動作を設定します。

① ﾒｰﾀAch
② ﾒｰﾀBch
③ ﾒｰﾀ2ch

Achｽｹｰﾘﾝｸﾞ設定例 ④波形比較

20.000mA Bchﾌﾙｽｹｰﾙ入力値 ＝ ⑤波形比較

ﾌﾙｽｹｰﾙ値(表示値)＝ 項目別設定画面 ⑥波形 変位比較2000 2/6 &
0mAｵﾌｾｯﾄ入力値 ＝

ｵﾌｾｯﾄ値(表示値) ＝ )表示更新周期0 2
・設定値選択画面で表示値を更新する周期を

設定します。

・設定項目 回 秒12.5, 6.25, 2.5, 1.0, 0.5 /

ｽｹｰﾘﾝｸﾞ設定例 )ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度3
ﾌﾙｽｹｰﾙ入力値 ＝ ・設定値選択画面からｱﾅﾛｸﾞ入力信号を読み取る18.000mA
ﾌﾙｽｹｰﾙ値(表示値)＝ 速度を設定します。2000

2.000mA 4000, 2000, 1000, 500, 200, 100, 50,ｵﾌｾｯﾄ入力値 ＝ ・設定項目

ｵﾌｾｯﾄ値(表示値) ＝ 回秒500 20, 10 /

)ﾓｰｼｮﾝﾃﾞｨﾃｸﾄ ( ＝ )4 MD Motion Detect
・ﾃﾝｷｰ入力画面で時間、比較幅を設定します。

・ 時間 ： ～ 秒MD 0.0 9.9
4/5 5 MD 1 99 digit項目別設定画面 )小数点 ・ 比較幅 ： ～

・設定値選択画面で表示する小数点位置を選択 ・安定状態

します。 直前( ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度)の測定値と現在の測定値の差が比較幅以内で、1/
・設定項目 その状態が設定時間以上継続した時に安定と仮定し、移動平均が0, 0.0, 0.00, 0.000, 0.0000

内部で自動的にｽﾀｰﾄし、移動平均後の値と現在の測定値が比較幅

)ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｼﾌﾄ 以内で 回継続された時に安定状態とします。6 32
・表示値を単純にｼﾌﾄさせる機能です。 ・不安定状態

表示値＝(内部表示値)＋(±ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｼﾌﾄ値) 移動平均後の値に対して、現在の測定値が比較幅より大きくなったら、

・ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。 移動平均を解除して不安定状態とします。

・設定範囲 ± ・ 時間 ＝ の場合は、機能無しで移動平均も無しとなります。99999 MD 0.0

)単位 )ｾﾞﾛﾄﾗｯｷﾝｸﾞ ( ＝ )7 5 ZT Zero Tracking
・表示値に対応する単位を設定します。 ・ﾃﾝｷｰ入力画面で補正時間、補正幅を設定します。

・設定値選択画面で設定します。 ・ 補正周期 ： ～ 秒ZT 0.0 9.9
79 ZT 0 99 digit・設定項目 種類(表示無しを含む) ・ 補正幅 ： ～

。 、 、 、「 単位表を参照して下さい 」 ・ 補正周期 ＝ の場合は 連続で補正を行い 補正幅以内の場合は17. ZT 0.0
表示値は になります。"0"

)移動平均 ・ 補正幅 ＝ の場合は、機能無しになります。8 ZT 0.0
・ 変換後のﾃﾞｰﾀを移動平均して表示値のﾌﾗﾂｷを軽減する機能です ・使用環境の変化等によるゆっくりしたｾﾞﾛ点の変化を自動的に補正A/D 。

回数を多くする程、表示値は安定しますが応答は遅くなります。 する機能です。

・設定値選択画面で設定します。

・設定項目 回 表示値が補正幅以下の時に表示値は になり内部の補正は、OFF, 2, 4, 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512, 1024 "0"
補正周期毎に行います。

)ｱﾅﾛｸﾞﾌｨﾙﾀ9
・ｱﾅﾛｸﾞ入力信号から不要なﾉｲｽﾞ成分を除去する為のﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀです。

ｶｯﾄｵﾌ周波数を大きくする程、応答は速くなりますが、ﾉｲｽﾞ成分が

含まれる事があります。

・設定値選択画面で設定します。

10, 30, 300, 600・設定項目

項目別設定画面 )ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾐｯﾀ( )5/5 10 HI/LO
・表示値の表示範囲を指定し、表示範囲外の

場合は、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾐｯﾀ値を表示します。

・ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。

・設定条件

HI LOﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾐｯﾀ ＞ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾐｯﾀ
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3/6 4/6項目別設定画面 項目別設定画面

)入力ｵﾝﾃﾞｨﾚｲ )明るさ調整6 10
・ﾃﾝｷｰ入力画面で設定時間を設定します。 ・明るさ調整画面で明るさの調整を行います。

設定時間範囲(入力ｵﾝﾃﾞｨﾚｲ)： ～ 秒 ・調整画面 ｷｰを押す毎に明るくなります。0 4.999 "+"
・制御端子及び ﾎｰﾙﾄﾞ ｷｰが実行されてから" "
実際に動作を開始までのﾀｲﾐﾝｸﾞを調整する )ちらつき調整11
機能です。 ・表示画面の ちらつき を調整します。" "

・調整画面の － ｷｰを使用して押す毎に"+", " "
調整を行います。

明るさ、ちらつき調整画面

)ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛ値ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ12
・ 値ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ ｷｰを押す毎に の設定ができます。"DZ " ON/OFF
・ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ の場合は、 値が電源 されても継続されます。ON DZ OFF/ON

・入力ｵﾝﾃﾞｨﾚｲは、上記の制御端子と ﾎｰﾙﾄﾞ ｷｰに使用します。 ・ﾁｬﾝﾈﾙ別にﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟする事ができます。" "
・ ( ) ( )制御端子は、ﾁｬﾝﾈﾙ( )別々に使用可能です。STA Ach /STB Bch ch
・ ﾎｰﾙﾄﾞ ｷｰ：の場合は 、 同時ﾀｲﾐﾝｸﾞで動作します。 )表示形式の切換( )" " Ach Bch 13 Language
・設定時間は、 共用です。 ・各ｷｰ及びﾓﾆﾀｰで表示する言語を切換る事が可能です。Ach/Bch

切換られるのは、日本語と英語です。

)出力ｵﾌﾃﾞｨﾚｲ (波形比較、波形＆変位比較では使用しません) ・ ｷｰを押す毎に日本語英語の設定ができます。7 "Language" /
・ﾃﾝｷｰ入力画面で設定時間を設定します。

0 4.999 5/6設定時間範囲： ～ 秒 項目別設定画面

・比較出力( ～ )及び同期信号出力( )に使用します。 )通信関係OUT1 OUT5 SYNC 14
・比較出力及び同期信号が になってから実際に になるまでの ・以下の設定は設定値選択画面で設定を行いますOFF OFF

BPS 2400, 4800, 9600, 19200, 38400時間を設定します。 ・通信速度( )

ON OFF 7, 8・出力ｵﾌﾃﾞｨﾚｲ時間を実行中に比較出力が 、 になった場合は、 ・ﾃﾞｰﾀ長

設定時間の最初から動作を繰り返します。 ・ﾊﾟﾘﾃｨ 偶数 奇数 なし, ,
1, 2・ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ

CR+LF, CR, LF・ﾃﾞﾘﾐﾀ

注意：変更後、通常動作に復帰した時点から変更されます。

6/6項目別設定画面

)ｱﾄﾞﾚｽ( )15 RS-485 ID
・ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。

0 99・設定範囲 ～

・出力ﾕﾆｯﾄが の時に設定画面が表示RS-485
されます。

※設定時間は、 を優先し 以下の設定は同一とみなします。Td Td
＝ ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度です。(上記 )入力ｵﾝﾃﾞｨﾚｲも同じです。) 注意：回線占有中に変更されても採用しませんが、Td 1/ 6

回線解放時に採用します。

例えばｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ 回 秒の場合、 ＝ となります。10 / Td 100ms
比較設定値( )設定時間＝ ～ は、 として動作します。0.001 0.100 0.100 8. A/Bch

または、設定時間＝ ～ は、 として動作します。 ・設定手順 → 設定 ｷｰ → 設定開始注意画面 → ﾒｲﾝ設定画面 → 比較 ｷｰ0.501 0.600 0.600 " " " "

)ﾊﾟﾜｰｵﾝﾃﾞｨﾚｲ ・設定された比較設定値を使用する時は 「 基本機能設定 )ﾒｰﾀ設定」8 7-1. 1、

・ﾃﾝｷｰ入力画面から設定時間を設定します。 で次の様に設定された場合です。

・設定時間範囲： ～ 秒 ① ﾒｰﾀ0 30 Ach
・ 直後、設定時間の期間、各出力が変化しない状態です。 ② ﾒｰﾀ が選択された時です。POWER ON Bch
比較出力( ～ )＝ ③ ﾒｰﾀOUT1 OUT5 OFF 2ch

出力(ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力)＝ ・各設定値は、 、 別に設定を行います。BCD OFF Ach Bch
ｱﾅﾛｸﾞ出力(電圧出力＝ 、電流出力＝ )0V 0mA

0 1/5・ﾊﾟﾜｰｵﾝﾃﾞｨﾚｲ＝ の場合は、ﾊﾟﾜｰｵﾝﾃﾞｨﾚｲ機能無しとなります。 項目別設定画面

)設定ﾁｬﾝﾈﾙ1
)ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ点灯時間 ・ を選択します。9 Ach
・ﾃﾝｷｰ入力画面で設定時間を設定します。 ・ を選択した場合は、 の設定を実行Bch Bch
・設定時間範囲： ～ 分 します。0 99
・設定した時間(分)の間、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙに一度も触れなかった時に の 設定手順は、省略しますが内容は とLCD Ach
ﾊﾞｯｸﾗｲﾄを消灯する機能です。 同じです。

消灯時にﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙに触れると点灯を再開します。

・ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ点灯時間＝ の場合は、連続点灯になります。 )設定ﾊﾟﾀｰﾝ0 2
項目別設定画面 ・設定値選択画面で、設定するﾊﾟﾀｰﾝを設定2/5

します。

0 15・設定範囲 ～

※設定値を変更する前に設定ﾊﾟﾀｰﾝを選択

して下さい。
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比較動作項目別設定画面 )設定値ｺﾋﾟｰ3/5 3 8-1.
・設定値選択画面でｺﾋﾟｰ先のﾊﾟﾀｰﾝを設定 ・ ﾒｰﾀが選択されている場合は、各設定値の は、設定されて2ch HH, LL
します。 いても使用しません。

0 15・設定範囲 ～

比較出力のﾀｲﾌﾟ8-2.
)比較設定値 比較出力ﾀｲﾌﾟを ﾀｲﾌﾟから選択することができます。4 3
・ ﾒｰﾀ、 ﾒｰﾀ、 ﾒｰﾀで使用する比較 ( ﾒｰﾀ､ ﾒｰﾀ､ ﾒｰﾀに対応します。)Ach Bch 2ch Ach Bch 2ch
設定値を設定します。

・ﾃﾝｷｰ入力画面で設定を行います。

4/5項目別設定画面

・ ﾒｰﾀの場合は、ﾁｬﾝﾈﾙ別の上限設定値、2ch
下限設定値を使用します。

・ )項の比較出力ﾀｲﾌﾟで、 ｴﾘｱ 、 ﾗﾝｸ が選択6 " " " "
された場合は、設定条件があります。

※比較出力ﾀｲﾌﾟの設定が 通常動作 の時、" "
" "設定条件を満たさずに比較出力ﾀｲﾌﾟを ﾗﾝｸ

に変更した場合、比較設定値のﾃﾝｷｰ入力値

が反映されないことがあります。

項目別設定画面 このような場合は、いったん比較出力ﾀｲﾌﾟ5/5
を 通常動作 に戻し、設定条件を満足する" "
設定値を入力してから、比較出力ﾀｲﾌﾟを

ｴﾘｱ または、 ﾗﾝｸ に変更して下さい。" " " "
99999・設定範囲 ±

上上限設定値( 比較設定)HH
上限設定値( 比較設定)HI
下限設定値( 比較設定)LO

下下限設定値( 比較設定)LL

)ﾋｽﾃﾘｼｽ5
・ ﾒｰﾀ、 ﾒｰﾀ、 ﾒｰﾀで使用するﾋｽﾃﾘｼｽを設定します。Ach Bch 2ch
ﾃﾝｷｰ入力画面で設定を行います。

・ ﾒｰﾀの場合は、ﾁｬﾝﾈﾙ別の上限ﾋｽﾃﾘｼｽ設定値、下限ﾋｽﾃﾘｼｽ設定値を2ch
使用します。

・ )項の比較出力のﾀｲﾌﾟで、 ｴﾘｱ 、 ﾗﾝｸ が選択された場合は、6 " " " "
設定条件があります。

※比較出力ﾀｲﾌﾟの設定が 通常動作 の時、設定条件を満たさずに" "
比較出力ﾀｲﾌﾟを ｴﾘｱ または ﾗﾝｸ に変更した場合は、ﾋｽﾃﾘｼｽの" " " "

波形比較波形＆変位比較ﾃﾝｷｰ入力値が反映されない事があります。 9. /
このような場合は、いったん比較出力ﾀｲﾌﾟを 通常動作 に戻し、 ・波形比較波形 変位比較は、時間又は変位と共に変化するｱﾅﾛｸﾞ入力波形" " / &
設定条件 を満足する設定値を入力してから、比較出力ﾀｲﾌﾟを ｴﾘｱ を 変換し、同時に変換された値(表示値)を上下限波形設定値との比較" " A/D
または ﾗﾝｸ に変更して下さい。 を行い、結果を出力します。" "

・設定範囲 ± ・動作状態が容易に確認でき、良否の判定も可能です。9999
上上限ﾋｽﾃﾘｼｽ設定値( ﾋｽﾃﾘｼｽ設定)HH

各種設定及び修正方法上限ﾋｽﾃﾘｼｽ設定値( ﾋｽﾃﾘｼｽ設定)HI 9-1.
下限ﾋｽﾃﾘｼｽ設定値( ﾋｽﾃﾘｼｽ設定) ・設定手順 → 設定 ｷｰ → 設定開始注意画面 → ﾒｲﾝ設定画面 →LO " "

下下限ﾋｽﾃﾘｼｽ設定値( ﾋｽﾃﾘｼｽ設定) 次ﾍﾟｰｼﾞ ｷｰ → 波形比較 ｷｰLL " " " "

6 1/3)比較出力ﾀｲﾌﾟ 項目別設定画面

・設定値選択画面で比較出力のﾀｲﾌﾟを設定します。 )設定ﾊﾟﾀｰﾝ1
・設定項目 ・設定値選択画面で、 に記憶されているFlash Rom
①通常動作 ﾊﾟﾀｰﾝの波形を呼び出します。

②ｴﾘｱ 動作内容は 比較出力のﾀｲﾌﾟ を参照して下さい (呼び出した波形は、比較波形編集、、「 」 。8-2.
③ﾗﾝｸ 比較領域設定で使用します。)

0 7・設定範囲 ～

)ｾﾞﾛﾊﾞﾝﾄﾞ ※設定値を変更する前に設定ﾊﾟﾀｰﾝを選択して7
・ﾃﾝｷｰ入力画面でｾﾞﾛﾊﾞﾝﾄﾞ設定値を設定します。 下さい。

・設定範囲 ～ )比較波形書込0 99999 2
動作時に表示値とｾﾞﾛﾊﾞﾝﾄﾞ設定値のﾁｪｯｸを行います。 ・設定値選択画面で比較波形を書き込むﾊﾟﾀｰﾝを設定します。

｜表示値｜＞ｾﾞﾛﾊﾞﾝﾄﾞ設定値の時、ｾﾞﾛﾊﾞﾝﾄﾞ範囲外とします。 波形編集が完了した上下限比較波形値をﾒﾓﾘします。

0 7ﾁｪｯｸの結果は、次項の比較出力開始条件で使用します。 ・設定範囲 ～

)比較出力開始条件 ※設定した上下限波形設定値の書き込みを行わずに、ﾒｲﾝ設定画面又は8
・設定値選択画面で比較結果を出力する出力開始条件を設定します。 通常表示画面に戻る時、注意画面が表示されます。

・設定項目 注意画面

。"YES"ｷｰ：保存せずに比較波形の編集を終了します
※編集中の波形はｸﾘｱされます。

① 常時 常時出力します。 ｷｰ ：項目別設定画面 に戻ります。"NO" 1/3
② ｾﾞﾛ幅 ｾﾞﾛﾊﾞﾝﾄﾞ範囲外の時に出力します。 ※編集中の波形はｸﾘｱされません。

。③ 安定 ﾓｰｼｮﾝで表示が安定している時に出力します

④ ② ③ ｾﾞﾛﾊﾞﾝﾄﾞ範囲外で表示値が安定している時に+
(ｾﾞﾛ幅 安定) 出力します。+
(ﾓｰｼｮﾝについては 「 基本機能設定 )項」を参照して下さい。)、 7. 4
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)比較波形ｸﾘｱ )比較波形編集3 7
・ﾊﾞｯﾌｧ内の上下限比較波形とｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ波形を消去します。 ・作成済の比較波形を修正します。

・ ｸﾘｱ ｷｰを押します。" "
※次のｷｰは、 )～ )項で共有で使用します。 ・ 上下ｶｰｿﾙ ｷｰで編集の対象となる波形(上限波形又3 8 " "

は下限波形)を選択します。通常表示画面に戻ります。

項目別設定画面を表示します。

画面を拡大します。

画面を移動します。

・ｶｰｿﾙを移動させて編集始点を決定し 確定 ｷｰを" "
)波形ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ 押して設定します。4
・比較波形の作成時において、基準となる波形を取り込みます。 設定後 取消 ｷｰで編集始点を再設定する事が" "

・ ｽﾀｰﾄ ｷｰを押した後、 信号 で できます。" " START ON
取り込みを開始します。

波形開始ﾚﾍﾞﾙ 波形開始条件 を満足した時 ・ｶｰｿﾙを移動させて編集終点を決定し 確定 ｷｰを" + " " "
から波形の取り込みを開始します。 押して設定します。

設定後 取消 ｷｰで編集終了を再設定する事が" "
できます。

・取り込んだ波形を確認します。

・ｶｰｿﾙを移動させて編集通過点を設定し 確定 ｷｰを" "
押して設定します。

2/3項目別設定画面

)ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ波形移動 ・編集始点－通過点－編集終点を結ぶ直線が作成5
・波形ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞで取り込んだ波形に対し、移動 されます。

・拡大縮小を行って比較波形を作成します。 取消 ｷｰで編集通過点を再設定する事ができます。" "
※作成は上限比較波形、下限比較波形の順で

行います。

・編集が完了したら 取消 ｷｰを押して比較波形を" "
ﾊﾞｯﾌｧ内に仮保存します。

・ ｷｰで波形を上下に移動します。

)比較領域設定8
・ 拡大縮小 ｷｰで波形を縦方向に拡大又は縮小を ・比較範囲の始点終点を決めて、波形のどの部分を比較の対象にする" " /
します。 のか設定します。

ﾃﾝｷｰ入力画面で拡大縮小率を ～ ％の ｷｰでｶｰｿﾙを移動し比較範囲始点を比較範囲1 250 ・

範囲で入力します。( ％を設定した場合、 の始点を決めて 確定 ｷｰを押して設定100 " "
拡大縮小なしです。) 取消 ｷｰで拡大縮小前の します。(ｶｰｿﾙが黄色に変わります。)" "
波形に戻す事が出来ます。 ・設定後 取消 ｷｰで比較範囲始点を再設定する事が" "

できます。

・作成が完了したら ｾｯﾄ ｷｰを押して、比較波形を" "
ﾊﾞｯﾌｧ内に仮保存します。 ・さらにｶｰｿﾙを移動して比較領域の終点を決定

(作成した波形が緑色に変わります) します。

)比較波形描画6
・画面上でｶｰｿﾙを移動させてﾎﾟｲﾝﾄを決定し、ﾎﾟｲﾝﾄ間を直線で結ぶ事

により比較波形を作成します。 ・ 確定 ｷｰで比較領域の終点を決定します。" "
※作成は上限比較波形、下限比較波形の順で行います。 設定後 取消 ｷｰで比較領域の終点を再設定する" "

事ができます。

・ｷｰでｶｰｿﾙを移動させ描画開始点を決定

し 確定 ｷｰを押して設定します。" "
設定後 取消 ｷｰを押すと描画開始点を再設定" "
する事が出来ます。 ・作成が完了したら ｾｯﾄ ｷｰを押して比較領域を" "

ﾊﾞｯﾌｧ内に仮保存します。

・さらにｶｰｿﾙを移動させて次の描画点を決定し

確定 を押すと、前回決定したﾎﾟｲﾝﾄの間を" "ｷｰ
直線で結びます。

設定後 取消 ｷｰを押すと決定したﾎﾟｲﾝﾄを再設定 )上下限変位設定値" " 9
3/3する事が出来ます。 項目別設定画面

・上限変位設定値

・上記の手順を繰り返して波形を描画します。 ・下限変位設定値

ﾃﾝｷｰ設定画面で設定します。

0 99999設定範囲 ～

※上下限変位設定値は、基本機能設定のﾒｰﾀ設定で

・作成が完了したら ｾｯﾄ ｷｰを押して比較波形を 波形 変位比較が選択されている時だけ有効になり" " &
ﾊﾞｯﾌｧ内に仮保存します。 ます。

(作成した波形が緑色に変わります。) ※上下限波形設定が完了した時は、書き込みを行いﾒﾓﾘして下さい。

詳細は、上記 )比較波形書き込みを参照して下さい。2
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・ﾎｰﾙﾄﾞ機能又は、波形比較の場合10. ﾎｰﾙﾄﾞ機能
・各種ｻﾝﾌﾟﾙ ﾋﾟｰｸ ﾊﾞﾚｰ ﾋﾟｰｸ・ﾊﾞﾚｰ 極大・極小値 変曲点のある一点を 波形開始ﾚﾍﾞﾙは、ﾎｰﾙﾄﾞﾀｲﾌﾟ 上記 )の⑫「ﾚﾍﾞﾙ 時間指定ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ」, , , , , 3 +
検出して表示値をﾎｰﾙﾄﾞし、同時に上下限比較を行い、結果を出力する ～⑰「ﾚﾍﾞﾙ 期間指定変曲点ﾎｰﾙﾄﾞ」及び波形比較で使用します。+
機能です。

「 ｸﾞﾗﾌ表示設定 )ｽﾀｰﾄﾀｲﾌﾟ」で③波形開始ﾚﾍﾞﾙ、又は11. 8
・ 基本機能設定 )入力ｵﾝﾃﾞｨﾚｲ」が設定されている場合は採用 ④外部信号 ﾚﾍﾞﾙが選択された時に使用します。「7. 6 +
します。

(入力ｵﾝﾃﾞｨﾚｲは、 信号及び ﾎｰﾙﾄﾞ ｷｰ に採用します。) ・波形 変位比較の場合STA/STB " " &
※注意 信号 になり、入力ｵﾝﾃﾞｨﾚｲ中に 信号 )波形開始ﾚﾍﾞﾙを － に設定し、 実行後、 軸の変位STA/STB ON STA/STB a 99999 START X

になった場合は、入力ｵﾝﾃﾞｨﾚｲ動作を中止します。 表示値が (又は、 以上の)点からｱﾅﾛｸﾞ入力波形( )の取込OFF "0" "0" Ach
( ﾎｰﾙﾄﾞ ｷｰもｵﾝﾃﾞｨﾚｲ中に ﾎｰﾙﾄﾞ ｷｰ になった場合は同様に を開始します。" " " " ON

b 99999 START +中止します。) )－ 以外の時は、 実行後、表示値が(波形開始ﾚﾍﾞﾙ

波形開始条件)を満足した時点で、 軸の変位表示値に内部でX
・ ﾎｰﾙﾄﾞ ｷｰは 「 基本機能設定」で設定される ﾒｰﾀ、 ﾒｰﾀ、 自動的にﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛを実行して、変位表示値 点からｱﾅﾛｸﾞ" " 7. Ach Bch "0"、

ﾒｰﾀで有効で、ﾏﾙﾁ表示画面の場合は、 同時に有効に 入力波形( )の取込を開始します。2ch Ach, Bch Ach
なります。

)波形開始条件5
・ ﾎｰﾙﾄﾞ ｷｰは、 ﾒｰﾀ ﾒｰﾀ(ｼﾝｸﾞﾙ表示画面)、 ﾒｰﾀ(ﾏﾙﾁ表示画面) ・波形開始ﾚﾍﾞﾙに対する条件を設定値選択画面で設定します。" " Ach , Bch 2ch
で使用できます。 波形開始ﾚﾍﾞﾙ 波形開始条件が満足した時に有効になります。+
2ch " " ON Ach, Bchﾒｰﾀ(ﾏﾙﾁ表示画面)で、 ﾎｰﾙﾄﾞ ｷｰ になった場合は、

同時ﾀｲﾐﾝｸﾞで動作します。 ・設定項目 ①通過

信号の両方が の時、 ﾎｰﾙﾄﾞ ｷｰ しても受け付けません。 ②立ち上がりSTA/STB ON " " ON
信号を優先します。 ③立ち下がりSTA/STB

④大きい

⑤小さい10-1. ﾎｰﾙﾄﾞ機能設定
・設定手順 → 設定 ｷｰ → 設定開始注意画面 → ﾒｲﾝ設定画面 → ﾎｰﾙﾄﾞ ｷｰ" " " "

1/3 2/3項目別設定画面 項目別設定画面

)設定ﾊﾟﾀｰﾝ )検出時間1 6
・設定値選択画面で、設定するﾊﾟﾀｰﾝを設定し ・ﾎｰﾙﾄﾞﾀｲﾌﾟで、時間指定(⑨～⑪)、ﾚﾍﾞﾙ 時間+
ます。 設定範囲 ～ (⑫～⑭)を選択した場合の検出期間の時間を0 15
※設定値を変更する前に設定ﾊﾟﾀｰﾝを選択 設定します。

して下さい。 ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。

1 9999設定範囲 ～

)設定値ｺﾋﾟｰ 検出時間は、( × 設定値)となります。2 Td
・設定値選択画面で、ｺﾋﾟｰ先のﾊﾟﾀｰﾝを設定 ( ＝ ( ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度))Td 1/

0 15します。 設定範囲 ～

)極大値・極小値ﾎｰﾙﾄﾞ7
)ﾎｰﾙﾄﾞﾀｲﾌﾟ ・ﾎｰﾙﾄﾞ機能で極大値・極小値ﾎｰﾙﾄﾞ(⑮⑯)3 ,
・設定値選択画面で、 種類からﾎｰﾙﾄﾞﾀｲﾌﾟを設定します。 を選択した場合に使用する。17
①通常動作 (通常動作) 検出最小値、検出ﾚﾍﾞﾙ、検出回数の設定

②ｻﾝﾌﾟﾙﾎｰﾙﾄﾞ (ｻﾝﾌﾟﾙﾎｰﾙﾄﾞ) を行います。

③ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ (ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ) )検出最小値a
④ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ (ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ) ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。

1 9999⑤ﾋﾟｰｸ・ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ (ﾋﾟｰｸ・ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ) 設定範囲 ～

⑥期間指定ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ (期間指定 ) )検出ﾚﾍﾞﾙ値P b
⑦ 〃 ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ (期間指定 ) 設定値選択画面で設定します。V

P V 1/4, 1/2, 3/4, 1, 1.25, 1.5, 2, 3,⑧期間指定ﾋﾟｰｸ・ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ (期間指定 - ) 設定項目

⑨時間指定ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ (時間指定 ) 倍P 4
⑩ 〃 ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ (時間指定 ) )検出回数V c
⑪時間指定ﾋﾟｰｸ・ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ (時間指定 - ) ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。P V

LV+ P 1 9⑫ﾚﾍﾞﾙ＋時間指定ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ ( 時間 ) 設定範囲 ～

⑬ 〃 ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ ( 時間 )LV+ V
⑭ﾚﾍﾞﾙ＋時間指定ﾋﾟｰｸ・ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙﾄﾞ ( 時間 - ) ・極大値、極小値の検出LV+ P V
⑮ﾚﾍﾞﾙ＋期間指定極大値ﾎｰﾙﾄﾞ ( 期間極大値) 値－ 値＝ 値が検出最小値LV+ A B C
⑯ 〃 極小値ﾎｰﾙﾄﾞ ( 期間極小値) 以上の場合に、 値を極大値、 値LV+ A B
⑰ﾚﾍﾞﾙ＋期間指定変曲点ﾎｰﾙﾄﾞ ( 期間変曲点) を極小値とします。LV+

)①通常動作が選択された場合は、 信号入力又は ・極大値、極小値のﾎｰﾙﾄﾞa "STA", "STB"
ﾎｰﾙﾄﾞ ｷｰ は無効です。 最大値、最小値を検出後、 値× 検出ﾚﾍﾞﾙ値 を超えた時点で、" " C " "
)ｼﾝｸﾞﾙ 又は ﾏﾙﾁ表示画面の場合は、ﾎｰﾙﾄﾞのﾀｲﾌﾟに合った点の 極大値ﾎｰﾙﾄﾞの場合は、 値を表示して ﾎｰﾙﾄﾞします。b A
表示値をﾎｰﾙﾄﾞして各出力を行います。 極小値ﾎｰﾙﾄﾞの場合は、 値を表示して ﾎｰﾙﾄﾞします。B
)ｸﾞﾗﾌ表示画面の場合は、ﾎｰﾙﾄﾞのﾀｲﾌﾟに合った点の表示値をﾎｰﾙﾄﾞc
し波形には ・ を表示して各出力を行います。 ・極大値、極小値が繰り返す様な波形の場合は、検出回数で設定した" "
)ｸﾞﾗﾌ表示画面の 軸は、ｱﾅﾛｸﾞ入力(表示値)、 軸は時間と 回数番目の極大値、極小値をﾎｰﾙﾄﾞします。d Y X
なります。

注意！

)波形開始ﾚﾍﾞﾙ 表示値に ﾉｲｽﾞ が多く ﾉｲｽﾞ の最大値と最小値を検出して4
・ しまう事があります。表示値を画面で確認し、適当な検出検出開始又は、ｱﾅﾛｸﾞ入力波形の取込と描画を開始する点を設定します。

ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。 最小値を設定して下さい。

99999設定範囲 ±

例えば検出回数＝ と設定された場合は、 を極大値、 を極小値3 E F
として ﾎｰﾙﾄﾞ します。
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項目別設定画面 ) 軸倍率3/3 6 X
)変曲点ﾎｰﾙﾄﾞ ・入力波形が画面の表示範囲に表示される倍率を選択して下さい。8
・ﾎｰﾙﾄﾞ機能で期間変曲点(⑰)を選択した場合 設定値選択画面で倍率を設定します。

に使用する。 設定倍率 ( 種類)1/1, 1/2, 1/5, 1/10 4
変曲点検出値、検出時間 、検出時間 をA B
設定します。

)変曲点検出値 軸ｽｹｰﾙ 軸ｽﾀｰﾄa Y X
ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。

設定範囲 ～ 軸ｽﾀｰﾄ 軸ｽｹｰﾙ1 99999 Y X
b A)検出時間

検出時間は、( ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度×設定値)1/
となります。

ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。 項目別設定画面 )ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ時間3/3 7
設定範囲 ～ ・次項で ﾌﾘｰﾗﾝ が設定された時に有効になり1 999
)検出時間 ます。c B
検出時間は ( ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度×設定値) ｽﾀｰﾄ ｷｰの入力又は、 信号 でｸﾞﾗﾌ、 1/ " " START ON
となります。 描画を開始して、 画面が終了するとｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ1
ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。 時間の期間描画画面をﾎｰﾙﾄﾞします。

設定範囲 ～ ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。1 999
設定範囲 ～ ( )0.0 99.9 s

・変曲点のﾎｰﾙﾄﾞ

検出時間 期間での表示変動値 を )ｽﾀｰﾄﾀｲﾌﾟ" A" C 8
検出時間 期間での表示変動値 ・波形の描画及び、波形の取込開始をする時のﾀｲﾌﾟを設定します。" B" D
から引いた値を として、変動値 値 設定値選択画面でﾀｲﾌﾟを設定します。E E
が変曲点検出値を超えた時、 点を変曲 設定項目i
点としてﾎｰﾙﾄﾞします。 ①ﾌﾘｰﾗﾝ

②外部信号入力

③波形開始ﾚﾍﾞﾙ

④外部信号入力 波形開始ﾚﾍﾞﾙ+
注意 外部信号入力は、 ｽﾀｰﾄ ｷｰ 又は、 信号 を11. ｸﾞﾗﾌ表示設定 " " "START "

波形表示に必要な機能の設定を行います。 指します。

・設定手順 → 設定 ｷｰ → 設定開始注意画面 → ﾒｲﾝ設定画面 →" "
次ﾍﾟｰｼﾞ ｷｰ → ｸﾞﾗﾌ表示 ｷｰ )読取" " " " 9

・取込が完了している波形の各ﾎﾟｲﾝﾄ値を読み取ります。

項目別設定画面 ・ ｶｰｿﾙ ｷｰを使用して読み取りする点に移動し、 詳細 ｷｰ を押せば1/3 " " " "
)設定ﾊﾟﾀｰﾝ 下図の様な画面になり、各点の上下限設定値、上下限波形設定値、1
・設定値選択画面で、設定するﾊﾟﾀｰﾝを設定 上下限変位設定値、表示値を表示します。

します。

設定範囲 ～ 取込完了画面 各点表示画面0 15
※設定値を変更する前にﾊﾟﾀｰﾝを選択して

下さい。

)設定値ｺﾋﾟｰ2
項目別設定画面 ・設定値選択画面で、ｺﾋﾟｰ先の ﾊﾟﾀｰﾝ を設定2/3

します。

設定範囲 ～ ｶｰｿﾙｷｰ ・ﾎｰﾙﾄﾞ、波形比較の時は、 軸0 15 X
の変位設定値はありません。

) 軸開始点3 Y
・ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。 )範囲外波形読取10
設定範囲 ± ・ｱﾅﾛｸﾞ入力値が上下限設定値又は、上下限波形設定値の範囲外に99999

なった波形を読み出します。

) 軸倍率 ・読み出す波形を選択します。4 Y
・入力波形が画面の表示範囲に表示される倍率 最大 波形まで自動更新で ﾒﾓﾘできます。(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟはしません。)4
を選択して下さい。 ・ 基本機能設定 )ﾒｰﾀ 設定」が変更された場合、又は ﾊﾟﾀｰﾝｾﾚｸﾄ「7. 1
設定値選択画面で倍率を設定します。 端子や でﾊﾟﾀｰﾝが変更された場合は、ﾒﾓﾘされているRS-232C, RS-485
設定倍率 範囲外波形は全てｸﾘｱされます。1/1, 1/2, 1/5, 1/10, 1/20, 1/50, 1/100,

①直前の波形1/200, 1/500, 1/1000, 1/2000
( 種類) ② つ前の波形11 2

③ つ前の波形3
) 軸開始点 ④ つ前の波形5 X 4
・設定範囲は、ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度、ﾌﾙｽｹｰﾙ値( )により設定されます。 ⑤範囲外波形ﾒﾓﾘBch
ﾃﾝｷｰ入力画面で設定します。 ・範囲外波形ﾒﾓﾘ 通常は、 にし自動更新をします。"ON"
各ﾎｰﾙﾄﾞ 波形比較の時 波形 変位比較の時 押す毎に が切り替わります。(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟはしません。)/ & "ON/OFF"

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度 範 囲 ﾌﾙｽｹｰﾙ値 範囲(各単位) ・自動更新の途中で残して置きたい波形がある場合に にします。OFF
回秒 ～ ～ ～ ・①の 直前の波形 ｷｰ が押された場合は、直前の範囲外の波形が4000 / 0 500 1 2047 0 2000 " "

～ ～ ～ 表示されます。2000 0 1000 2048 4095 0 4000
～ ～ ～ 直前の範囲外の画面1000 0 2000 4096 8191 0 8000

500 0 4000 8192 16384 0 16000～ ～ ～

200 0 10000 16385 32768 0 32000～ ～ ～

100 0 20000 32769 65536 0 65000～ ～ ～

50 0 40000 65537 99999 0 130000～ ～ ～

20 0 100000～

10 0 200000～
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・ｶｰｿﾙ 点上の読み取りを行う場合は、上記「 )読取」と同じ手順で ●診断結果 (診断結果は ～ まであります。)9 1 1 7
読み取り可能です。 ・全て正常な状態を表します。

正常な時は を表示します。Normal
)範囲外波形ｸﾘｱ11
・ 範囲外波形ｸﾘｱ ｷｰ を押す毎に、範囲外波形の古い物から順番に" "
ｸﾘｱします。

212. ｾﾙﾌﾁｪｯｸ ●診断結果

設定手順 → 設定 ｷｰ → 設定開始注意画面 → ・本機器内の が故障した場合の例です。" " A/D
ﾒｲﾝ設定画面 → 次ﾍﾟｰｼﾞ ｷｰ → 本器内の が故障した場合 「 」の診断結果" " A/D A/D、

基本機能 ｷｰ → 次ﾍﾟｰｼﾞ ｷｰ を 回押します は を表示します。" 2" " " 3 Error
と左のｾﾙﾌﾁｪｯｸ画面になります。 本器内の が故障している場合 「＋ 」A/D SIG、

「－ 「 」の診断が出来ませんが、SIG SENSOR」

「＋ 「－ 「 」の診断結果はSIG SIG SENSOR」 」

を表示します。Normal
3●診断結果

・ ＋ 」ﾗｲﾝが断線している場合の例です。12-1. 表示ﾁｪｯｸ 「 SIG
表示ﾁｪｯｸ画面 ｾﾝｻと＋ 端子との接続が外れている場合、SIG
・ｶﾗｰﾁｪｯｸ ＋ の診断結果は を表示します。SIG Error
・ﾊﾞｯｸﾗｲﾄﾁｪｯｸ 接続が外れていると「 」の診断が出来SENSOR
・ﾗｲﾝﾁｪｯｸ ませんが「 」の診断結果は をSENSOR Normal

表示します。

4ｶﾗｰﾁｪｯｸ画面 ●診断結果

、「 」・画面にﾀｯﾁすると ・ｾﾝｻと－ との接続が外れている場合 －SIG SIG
白 → 黒 → 赤 → 緑 → 青 → の診断結果は を表示します。Error
表示ﾁｪｯｸ画面に切り替わります。 接続が外れていると「 」の診断が出来SENSOR

ませんが「 」の診断結果は をSENSOR Normal
表示します。

ﾊﾞｯｸﾗｲﾄﾁｪｯｸ画面

"OFF" 5・表示画面上の ｷｰで、ﾊﾞｯｸﾗｲﾄが ●診断結果

します。 ・ｾﾝｻと＋ 端子及び－ 端子との接続がOFF SIG SIG
画面上をﾀｯﾁするとﾊﾞｯｸﾗｲﾄが します。 外れている場合 「＋ 「－ 」の診断ON SIG SIG、 」

▲ ｷｰで表示ﾁｪｯｸ画面に戻ります。 結果は を表示します。" " Error
接続が外れていると「 」の診断が出来SENSOR

ﾗｲﾝﾁｪｯｸ画面 ませんが 「 」の診断結果は を、 SENSOR Normal
・画面にﾀｯﾁすると横ﾗｲﾝﾁｪｯｸ → 縦ﾗｲﾝ 表示します。

ﾁｪｯｸ → 表示ﾁｪｯｸ画面に切り替わります

6●診断結果

・＋ 端子、－ 端子が接続されていればSIG SIG
「 」の診断を行います。SENSOR
「 」の診断結果には、 と の 通り12-2. ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙﾁｪｯｸ SENSOR 6 7 2

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙﾁｪｯｸ画面 あります。

赤色：ｼｮｰﾄ、黄色：ｵｰﾌﾟﾝ・画面の青色部分にﾀｯﾁしますと、黒に

変化します。 診断結果 画面は「 「 」がｼｮｰﾄ 「 」6 R1 R4 R2」 、

全面黒になる事を確認します。 「 」がｵｰﾌﾟﾝである事を表しています。又はR3
「 「 「 「 」のうち、 つがこの状態でR1 R2 R3 R4 1」 」 」

ある事を表しています。

7●診断結果

・診断結果 画面は「 「 」がｵｰﾌﾟﾝ 「 」12-3. 制御端子ﾁｪｯｸ 7 R1 R4 R2」 、

・各入力信号が になっている期間、 「 」がｼｮｰﾄである事を表しています。"ON" R3
画面上の信号が青色から黄色に変化 又は「 「 「 「 」にうち、 つがこのR1 R2 R3 R4 1」 」 」

します。 状態である事を表しています。

・ 各出力信号 ｷｰを押す事により、出力信号 注意： 」の診断は、上記以外の故障は" " SENSOR「

の が切り替わります。 正確な診断が出来ませんので、ｾﾝｻを外し単体でON/OFF
調べる事をお勧めします。

ｾﾝｻｾﾙﾌﾁｪｯｸ ｱﾅﾛｸﾞ出力12-4. 12-5.
●初期画面 診断結果は青色の部分に表示されます。 ・ ％ 、 ％ 、 ％ ｷｰを押すと下表の出力"0 " "50 " "100 "

「＋ 」は本機器のｾﾝｻ電源の出力ﾚﾍﾞﾙ が選択されている仕様の端子から出力されます。EXC
を数値で表示します。

「 」は本機器内の が正常かどうかA/D A/D
を診断 します。

「＋ 」はその接続がされているかを診断 ﾎﾞﾀﾝ ± 仕様 ～ 仕様SIG 10V 4 20mA
0 -10V 4mAします。 ％

SIG 50 0V 12mA「－ 」はその接続がされているかを診断 ％

100 10V 20mAします。 ％

「 」は接続されているｾﾝｻの故障を診断 ・ ▲ ｷｰを押すと「 ｾﾙﾌﾁｪｯｸ」に戻ります。SENSOR " " 10.
します。 ・ 計測 ｷｰを押すと通常表示画面に戻ります。" "
・ ｽﾀｰﾄ ｷｰを押しますとｾﾙﾌﾁｪｯｸを開始します。 ・ｱﾅﾛｸﾞ出力は表示値に対応した出力となります。" "
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)設定値ｺﾋﾟｰ12-6. BCD出力 2
・数値および 極性 ｷｰにて、 出力端子に出力 ・設定値選択画面で、ｺﾋﾟｰ先のﾊﾟﾀｰﾝを設定します。" " BCD

0 15させたい数値を入力します。 ・設定範囲 ～

数値を入力したら ｾｯﾄ ｷｰを押す事により、設定" "
された数値ﾃﾞｰﾀ( ｺｰﾄﾞ)が、 出力端子 )出力ﾁｬﾝﾈﾙBCD BCD 3
に出力されます。 ・どちらのﾁｬﾝﾈﾙの表示値を使用して出力するのかを選択画面で、

設定できる数値は 桁までです。 設定します。5
0 Ach Bch設定されていない桁は 「 」が出力されます。 ・設定項目 、、

・ ▲ ｷｰを押すと「 ｾﾙﾌﾁｪｯｸ」に戻ります。" " 12.
各出力の接続・ 計測 ｷｰを押すと計測画面に戻ります。" " 14.
ｱﾅﾛｸﾞ出力の接続・ 出力は、表示値に対応した出力となります。BCD 14-1.

・ 又は を入力するとｵｰﾊﾞｰ信号が出力 入出力ﾕﾆｯﾄ用ﾈｼﾞ端子 内 容99999 -99999 端子 信号方向No.
されます。 出力 電圧出力1

※VOUT 2
適合圧着端子寸法 電圧出力用13. ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ NC 3 共通()-

※13-1. ｱﾅﾛｸﾞ出力設定 COM 4
・ｱﾅﾛｸﾞ出力が実装されている時に実行可能です。 電流出力用NC 5 共通()-
・設定手順 → 設定 ｷｰ → 設定開始注意画面 → ﾒｲﾝ設定画面 ※" " C O M 6
→ 次ﾍﾟｰｼﾞ ｷｰ → 出力 ｷｰ ※" " " " NC 7

※NC 8
)設定ﾊﾟﾀｰﾝ ※1 NC 9
・設定値選択画面で設定するﾊﾟﾀｰﾝを決定し 出力 電流出力NC 10

AOUTます。

0 15・設定範囲 ～

※ は空き端子ですが、中継端子として使用しないで下さい。※設定値を変更する前に設定ﾊﾟﾀｰﾝを選択して下さい。 NC
)設定値ｺﾋﾟｰ2

出力の接続・設定値選択画面でｺﾋﾟｰ先のﾊﾟﾀｰﾝを決定し 14-2. BCD
ます。 )入出力 ｺﾈｸﾀ1 BCD
・設定範囲 ～ 信号名 信号名0 15 端子 信号方向 端子 信号方向No. No.

3 1 1 26 NC)出力ﾁｬﾝﾈﾙ 出力 －－

2 2 27 D.COM・どちらのﾁｬﾝﾈﾙの表示値を使用して出力する 出力 共通

3 4 28 D.COMのかを選択画面で設定します。 出力 共通

Ach, Bch 4 8 29 +COM・設定項目 出力 入力

4 5 10 30 NC)出力ﾀｲﾌﾟ 出力 －－

10V 4 20mA 6 20 31 NC・電圧出力± 、電流出力 ～ を選択 出力 －－

7 40 32 NC画面で設定します。 出力 －－

10V 4 20mA 8 80 33 D.COM・設定項目± 、 ～ 出力 共通

5 HI 9 100 34 D.COM)ｱﾅﾛｸﾞ出力 出力 共通

10V 20mA 10 200 35 NC・ｱﾅﾛｸﾞ出力が 又は になる時の表示値を設定します。 出力 －－

99999 11 400 36 NC・設定範囲± 出力 －－

6 LO 12 800 37 NC)ｱﾅﾛｸﾞ出力 出力 －－

0V 4mA 13 1000 38 NC・ｱﾅﾛｸﾞ出力が 又は になる時の表示値を設定します。 出力 －－

99999 14 2000 39 NC・設定範囲± 出力 －－

15 4000 40 NC出力 －－

16 8000 41 NC・ｱﾅﾛｸﾞ出力設定例 出力 －－

17 10000 42 NCｱﾅﾛｸﾞ出力 (又は )になる時の表示値を とします10V 20mA 2000 出力 －－

18 20000 43 NCｱﾅﾛｸﾞ出力 (又は )になる時の表示値を とします。0V 4mA 400 出力 －－

19 40000 44 NC出力 －－

1 20 80000 45 NC注 )表示値がｱﾅﾛｸﾞ出力設 出力 －－

21 OVER 46 NC定値より大きくなっ 出力 －－

22 POL 47 NCた場合は、正しく 出力 －－

23 ENABLE 48 NC出力されません。 入力 －－

24 ENABLE 49 NC入力 －－

2 OVER 25 PC 50 NC注 )表示値が－ の 出力 －－

時及びｱﾅﾛｸﾞ出力が

以下になる0mA
表示値の時、出力は ※注意： ・信号名 は空き端子ですが、中継端子として使用しないで"NC"

付近になります 下さい。0mA 。

・信号名 は外部電源のﾌﾟﾗｽ側に接続して下さい。"+COM"

表示値 ・ｺﾈｸﾀはｶｰﾄﾞｴｯﾁﾞﾀｲﾌﾟ ﾘﾎﾞﾝｹｰﾌﾞﾙ用ｺﾈｸﾀ(付属)を使用します。

(ﾋﾛｾ電機社製 )HIF5C-50DA-2.54R
UL2651 AWG#28 7 /0.127mm, 0.813-2. BCD出力設定 ・適合電線 「 」 ﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ( 本 外皮径

・ 出力が実装されている時に実行可能です。 ～ )です。BCD 1.0mm
・設定手順 → 設定 → 設定開始注意画面 → ﾒｲﾝ設定画面 →" "
次ﾍﾟｰｼﾞ ｷｰ → 出力 ｷｰ" " " "

)設定ﾊﾟﾀｰﾝ1
・設定値選択画面で、設定するﾊﾟﾀｰﾝを設定

します。

0 15・設定範囲 ～

※設定値を変更する前に、設定ﾊﾟﾀｰﾝを

選択して下さい。

φ3.2mm

5.9max

5min

1 2

4 9 5 0
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設定ﾃﾞｰﾀ名 表 示 応答 備 考14-3. RS-232Cの接続
ｺﾏﾝﾄﾞ＋ﾊﾟﾀｰﾝ

－－－基本機能設定 ERROR COND
基本機能

－－－基本機能 設定2 ERROR COND2
2基本機能

ｱﾅﾛｸﾞ入力設定 (ｾﾞﾛ値、 値、ERROR CALA SPIN
( ) 入力 ～ ｽﾊﾟﾝ設定値を含む)Ach P-0 15

Ach
P00 15～

ERROR CALBｱﾅﾛｸﾞ入力設定

( ) 入力Bch
Bch P-0 15～

P00 15～

－－－14-4. RS-485の接続 比較設定値設定 ERROR COMA
Ach P-0 15入出力ﾕﾆｯﾄ用ﾈｼﾞ端子 信号名 内 容 ( ) 比較 ～端子 信号方向No.

"+" 1 + Ach入出力 非反転出力

" " 2 P00 15－ － 反転出力 ～入出力

－－ ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞSG 3 SG
－－－TERM 4 a ERROR COMB※ －－ 比較設定値設定TERM1

TERM 5 a Bch P-0 15※ －－ ( ) 比較 ～TERM2
NC 6 NC Bch※

NC 7 NC P00 15※ ～

－－－NC 8 NC ERROR HLD※ ﾎｰﾙﾄﾞ機能設定

NC 9 NC P-0 15※ ﾎｰﾙﾄﾞ ～

NC 10 NC P00 15※ ～

－－－ｸﾞﾗﾌ表示設定 ERROR DST
NC P-0 15※ は空き端子ですが、中継端子として使用しな ｸﾞﾗﾌ表示 ～

P00 15いで下さい。 ～

－－－※ 端子 と端子 を外部で短絡しますと 比較波形、a No.4 No.5 ERROR WCO
& P-0 7終端抵抗がﾗｲﾝ間に接続されます。 波形 変位比較 波形比較 ～

P00 07設定 ～

－－－ﾘﾆｱﾗｲｽﾞ設定 ERROR LINA
－－－15. ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ ( ) ﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ～Ach P-0 15

1 ON Ach)電源 時、各設定値の変更、使用ﾊﾟﾀｰﾝを変更した時に各設定値のﾁｪｯｸ

P00 15を行い、設定時点の内容と読み込んだ時の内容が違っている場合に、次の ～

ような応答を行います。

－－－ﾘﾆｱﾗｲｽﾞ設定 ERROR LINB
Ach "P-5" 5 Bch P-0 15応答例 ｱﾅﾛｸﾞ入力設定( ) (ﾊﾟﾀｰﾝ )が違っている場合 ( ) ﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ～

"DATA LOST CALA P-5" Bchを応答します。

" + " P00 15壊れている ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟﾀｰﾝ が ～

表示されます。 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛ 制御端子またはｺﾏﾝﾄﾞを－－－ DZA
ﾒｯｾｰｼﾞ 実行します。Ach

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛ 制御端子またはｺﾏﾝﾄﾞを－－－ DZB
実行します。Bch

出力 出力が実装されてBCD ERROR BOP BCD
ｴﾗｰ表示画面 出力 ～ いる時だけです。P-0 15

P00 15～

ｱﾅﾛｸﾞ出力 ｱﾅﾛｸﾞ出力が実装されてERROR AOP
出力 ～ いる時だけです。P-0 15

2 Error OFF P00 15)画面に を表示し、各出力は になります。 ～

項目の設定値は初期化(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値)されますので、電源を再投入 内部ﾃﾞｰﾀ ～ 復旧不可能です。取扱店Error P00 15
してから必ず 項目の再設定をして下さい。 又は直接弊社へご連絡Error ERROR MEMORY
全ての が解除された後に、通常動作を行います。 (送付)下さい。Error

仕 様3 RS-232C Error) の場合、ｺﾏﾝﾄﾞが実行された時点で があった時に応答しま 16.
●入力部( )す。 項目の設定値は初期化(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値)されますので、電源をError Ach

再投入してから必ず 項目の再設定をして下さい。 ｾﾝｻ電源 ： ± ％出力 以下Error DC10V, 5V, 2.5V 10 120mA
全ての が解除された後に、通常動作を行います。 適合ｾﾝｻ ：ｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞ式各種ｾﾝｻ( 線式)Error 4
) の場合は、回線確立後にｺﾏﾝﾄﾞが実行された時点で があっ ( Ωｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞ式ｾﾝｻを最大 個まで並列接続可能)4 RS-485 Error 350 4

RS-232C -4.0mV/V +4.0mV/Vた時に応答します。以後の動作は と同じになります。 入力信号範囲： ～

)画面に の表示、または通信で が応答 表 示 ：ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｽｹｰﾘﾝｸﾞによる5 "ERROR" "DATA LOST MEMORY"
0.1 3.0mV/Vされた場合は、ﾒﾓﾘ素子自体に問題が発生している可能性がありますの 入力校正範囲：入力校正範囲 ～

で、取扱店又は直接弊社へご連絡(送付)下さい。 ( 値)SPIN
表示(荷重)範囲： ～ (最小入力感度時)100 30000
(ｽﾊﾟﾝ設定値)

最小入力感度： μ (ｾﾝｻ電源 時)0.25 V/digit 2.5V
μ (ｾﾝｻ電源 時)DATA LOST MEMORY 0.5 V/digit 5.0V

発生時の画面 μ (ｾﾝｻ電源 時)1.0 V/digit 10.0V
非直線性 ：± ％ 以内( 入力時)( ℃± ℃)0.02 FS+1digit 3mV/V 23 5
等価校正誤差：± ％ 以内0.2 FS
温度係数 ：± ％ ℃0.005 of rdg + 0.5digit/
ｱﾅﾛｸﾞﾌｨﾙﾀ ： ( )から選択する。10, 30, 300, 600 Hz

φ3.2mm

5.9max

5min
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ﾃﾞｰﾀ設定方法 ：各設定ﾒﾆｭｰとﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙの操作、又は で行う●入力部( )Bch RS-232C/485
電 源 ： ～ ± ％( )計装入力 ： AC100 AC240V 10 50/60Hz
消費電力 ：約 ( )32VA MAX
外形寸法 ： ( )× ( )× ( )100mm W 96mm H 153mm D
使用温湿度範囲： ～ ℃、 ～ ％ (非結露)0 40 35 85 RH

1.0kg質 量 ：約

AG / DG , E.COM ,耐 電 圧 ：入力( ) ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ( ) 比較出力( )

( ) 出力( ) ｱﾅﾛｸﾞ出力( )RS-232C/485 SG , BCD D.COM , COM
間 各 分間DC500V 1

/ AG , DG , E.COM ,電源入力( ) ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ( ) 比較出力( )

RS-232C/485 SG ,BCD D.COM ,( ) 出力( )

ｱﾅﾛｸﾞ出力( )間 各 分間COM AC1500V 1
絶縁電圧 ：上記の各端子間 Ω以上DC500V 100M

非直線性 ：± ％ 以内( 入力時)( ℃± ℃)0.02 FS + 1digit 3mV/V 23 5
単位表温度係数 ：± ％ ℃0.005 of rdg + 0.5digit/ 17.

ｱﾅﾛｸﾞﾌｨﾙﾀ ： ( )から選択する。10, 30, 300, 600 Hz
測定機能 ：ﾚﾝｼﾞの指定は前面ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ画面から可能

●測定・各機能( 共通)Ach/Bch
動作方式 ：△Σ変換方式

入力数 ： 入力( )2 Ach,Bch
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度：( )回 秒4000, 2000, 1000, 500, 200, 100, 50, 20, 10 /

最高速ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度 使用時 回秒1ch 4000 /
最高速ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度 使用時 回秒2ch 2000 /

表示更新周期：( )回 秒12.5, 6.25, 2.5, 1, 0.5 /

OFF, 2, 4, 8, 16, 32, 64, 128, 256, 512, 1024移動平均 ：

最大表示 ： ～ ～ (ﾌﾙ 桁)-99999 0 99999 5
表示器 ： ｶﾗｰ ( × ﾄﾞｯﾄ)STN LCD 320 240

表示範囲(約 × )74mm 55mm
ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ寿命 ［ ］( ℃)40,000 Hr 25

●ﾓﾆﾀ用ｱﾅﾛｸﾞ電圧出力
Ach 4.0mV/V 6V：ｽﾄﾚﾝｹﾞｰｼﾞ入力 ± → 約±

Bch 0 10 5V：計装入力 ± ～ → 約±

0 20mA 5V計装入力 ± ～ → 約±

●比較機能
保証とｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ設定範囲 ：± 99999 18.

ﾋｽﾃﾘｼｽ ：± ～ (比較出力ﾀｲﾌﾟ ｴﾘｱ では使用しません。) )保証期間は、納入日より ｶ年です。この間に発生した故障で、明らかに0 9999 " " 1 1
比較出力ﾀｲﾌﾟ：通常動作、ｴﾘｱ、ﾗﾝｸから選択する。 弊社が原因と判断される場合は、無償で修理致します。

比較出力 ： 種類( ) )ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ5 HH, HI, GO, LO, LL 2
ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ出力 ： ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力(波形比較、波形 変位比較も含む) 本製品は、厳重な品質管理のもとで製造、試験検査をして出荷していますNPN &

出力容量 電圧 電流 が万一故障した場合は、取扱店又は直接弊社へ御連絡(送付)して下さい。MAX.30V MAX.20mA
(故障内容は出来るだけ詳しくﾒﾓされ、現品と同封して頂けると幸いです。)

●波形比較機能
、 、1 2048 8ﾊﾟﾀｰﾝ当たり 点の上下限設定値を設定し( ﾊﾟﾀｰﾝ設定可能)ｽﾀｰﾄ後

表示値が上下限設定値以内かをﾘｱﾙﾀｲﾑで比較を行い、結果を出力する。

・波形比較 ( 軸＝時間)X
Y HI, GO, LO比較出力＝ 軸

・波形 変位比較( 軸＝変位)& X
比較出力＝ 軸 、 軸 (変位出力)Y HI, GO, LO X HI, LO

●入出力機能
・ 出力：ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀから各種設定が可能。また動作状態をRS-232C

読み出す事が可能

・ 出力 ：ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀにﾒｰﾀを最大 台接続可能RS-485 31
・ 出力 ：ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力( 型)出力容量 電圧 、BCD NPN MAX 30V

電流 (出力周期ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度による)MAX 15mA
(出力するﾁｬﾝﾈﾙを選択可能)

BCD, OVER, POL, PC・出力信号

ENABLE・入力信号

・ｱﾅﾛｸﾞ出力 ： ｺﾝﾊﾞｰﾀ使用(出力するﾁｬﾝﾈﾙを選択可能)D/A
分解能 約 相当16bit

出 力 負荷抵抗 確 度 ﾘｯﾌﾟﾙ

0 10V 10k 0.5 of FS 50mVpp± ～ Ω以上 ±( ％ )

4 20mA 550 0.5 of FS 25mVpp～ Ω以下 ±( ％ )

・確度は( ℃± ℃、 ～ ％ )23 5 35 85 RH
●共通仕様
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ ：各設定ﾃﾞｰﾀ ＝ ﾌﾗｯｼｭ (設定完了時に書き込みを行う)ROM

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｾﾞﾛ値、表示画面 ＝ 二次電池により電源断時

から約 週間保持(二次電池満充電時間 約 時間)2 80

No. 単位 No. 単位 No. 単位 No. 単位

0  A 20  kg/h 40  m/h 60  N/m
2

1  ber 21  kg･m
2

41  MHz 61  N･m

2  ℃ 22  kg/m
3

42  m
3
/h 62  Ω

3  cm 23  kHz 43  μA 63  oz
4  cm/min 24  kJ 44  μm 64  Pa
5  deg 25  kN 45  μV 65  ％
6  dyne 26  KΩ 46  MJ 66  ％RH

7
｡
Ｆ 27  kPa 47  mm 67  ‰

8  ft 28  kV 48  m/min 68  pH
9  ftlb 29  kW 49  mm/min 69  ppm
10  g 30  l 50  mm/s 70  psig
11  hPa 31  l/h 51  MN 71  rad
12  Hz 32  l/min 52  MΩ 72  rpm
13  lb 33  l/s 53  MPa 73  s

14  inch 34  m
2
/s 54  m/s

2
74  ton

15  inlb 35  m
3

55  m/s 75  V

16  inoz 36  m
3
/min 56  ms 76  VA

17  J 37  m
3
/s 57  mV 77  W

18  kA 38  m 58  MW 78 表示無し
19  kg 39  mA 59  N
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●表記対応表

日 本 語 表 記 英 語 表 記
± 0- 1 0 V 0 t o 1 0 V
± 1 0 V ± 1 0 V
± 0 - 2 0 mA 0 t o 2 0 mA
4 - 2 0 mA 4 t o 2 0 mA
0 . 5回 /秒 0 . 5 C P S
1回 /秒 1CP S
2 . 5回 /秒 2 . 5 C P S
6 . 2 5回 /秒 6 . 2 5 C P S
1 0回 /秒 1 0 C P S
1 2 . 5回 /秒 1 2 . 5 C P S
2 0回 /秒 2 0 C P S
5 0回 /秒 5 0 C P S
1 0 0回 /秒 1 0 0 C P S
2 0 0回 /秒 2 0 0 C P S
5 0 0回 /秒 5 0 0 C P S
1 0 0 0回 /秒 1 0 0 0 C P S
2 0 0 0回 /秒 2 0 0 0 C P S
4 0 0 0回 /秒 4 0 0 0 C P S
2 4 0 0 b p s 2 4 0 0 B P S
4 8 0 0 b p s 4 8 0 0 B P S
9 6 0 0 b p s 9 6 0 0 B P S
1 9 2 0 0 b p s 1 9 2 0 0 B P S
3 8 4 0 0 b p s 3 8 4 0 0 B P S
1フ ァ イ ル の 波 形 デ ー タ 数 Wa v e f o r m D a t a
1波 形 書 込 S i n g l e
2 c h メ ー タ 2 C h a n n e l s
2つ 前 の 波 形 2T i m e s B e f o r e
3つ 前 の 波 形 3T i m e s B e f o r e
4つ 前 の 波 形 4T i m e s B e f o r e
A c h メ ー タ A C h a n n e l
B c h メ ー タ B C h a n n e l
D Zキ ー プ ロ テ ク ト P r o t e c t D Z
D Z値 バ ッ ク ア ッ プ D i g i t a l Z E RO B a c k u p
H Hヒ ス テ リ シ ス 設 定 HH H y s t e r e s i s
H H比 較 設 定 HH L i m i t
H I ヒ ス テ リ シ ス 設 定 H I H y s t e r e s i s
H I比 較 設 定 H I L i m i t
L Lヒ ス テ リ シ ス 設 定 LL H y s t e r e s i s
L L比 較 設 定 LL L i m i t
L Oヒ ス テ リ シ ス 設 定 LO H y s t e r e s i s
L O比 較 設 定 LO L i m i t
L V +期 間 極 小 値 M i n i m a l V a l u e
L V +期 間 極 大 値 Ma x i m a l V a l u e
L V +期 間 変 曲 点 I n f l e c t i o n P o i n t
L V +時 間 P L e v e l + T i m e P
L V +時 間 P- V L e v e l + T i m e P - V
L V +時 間 V L e v e l + T i m e V
MD時 間 MD T i m e
MD比 較 幅 MD W i d t h
N G波 形 連 続 書 込 NG W a v e f o r m
O F F O f f
O N O n
SDメ モ リ 容 量 確 認 Av a i l a b l e M em o r y
S Dメ モ リ 容 量 不 足 時 の 処 理 Ov e r w r i t e M o d e
S D設 定 SD S e t u p
S D保 存 < 1波 形 > SD S A V E S I N G L
SD保 存 <NG波 形 > SD S A V E NG WAV E
SD保 存 <連 続 > SD S A V E CONT
S P I N値 SP I N
X軸 開 始 点 X S t a r t P o i n t
X軸 倍 率 X S c a l e
Y軸 開 始 点 Y S t a r t P o i n t
Y軸 倍 率 Y S c a l e
Z T補 正 周 期 ZT T i m e
Z T補 正 幅 ZT W i d t h
ア ナ ロ グ フ ィ ル タ A n a l o g F i l t e r
ア ナ ロ グ 出 力 H I A n a l o g O u t p u t H I
ア ナ ロ グ 出 力 LO A n a l o g O u t p u t L O
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日 本 語 表 記 英 語 表 記
安 定 Mo t i o n
空 き 容 量 Av a i l a b l e
明 る さ 調 整 Co n t r a s t
イ ン タ ー バ ル 時 間 I n t e r v a l T i m e
移 動 平 均 Mo v i n g A v e r a g e
上 書 モ ー ド 0 M o d e 0
上 書 モ ー ド 1 M o d e 1
エ リ ア A r e a
オ フ セ ッ ト O f f s e t S c a l e
オ フ セ ッ ト 入 力 値 O f f s e t S c a l e I n p u t
大 き い Mo r e
カ ー ソ ル CURSOR
カ ラ ー Co l o r
下 限 変 位 設 定 値 D i s p l a c e m e n t M i n V a l u e
外 部 信 号 E x t . S i g n a l
外 部 信 号 +レ ベ ル E . S + W . S .
各 設 定 値 プ ロ テ ク ト P r o t e c t O t h e r s
拡 大 縮 小 MAG
確 定 OK
書 込 中 止 S t o p W r i t e
基 本 機 能 Se t u p
基 本 機 能 2 S y s t e m
基 本 機 能 設 定 初 期 化 I n i t i a l i z e S e t u p
奇 数 ODD
期 間 指 定 P A r e a P
期 間 指 定 P- V A r e a P - V
期 間 指 定 V A r e a V
グ ラ フ GRAP H
グ ラ フ 表 示 G r a p h D i s p
グ ラ フ 表 示 設 定 初 期 化 I n i t i a l i z e G r a p h D i s p
ク リ ア C l e a r
ク リ ア CL E A R
偶 数 EVE N
計 測 MENU
検 出 レ ベ ル 値 De t e c t i o n L e v e l
検 出 回 数 De t e c t i o n C o u n t
検 出 最 小 値 M i n i m a l V a l u e
検 出 時 間 De t e c t i o n T i m e
検 出 時 間 A I n f l e c t i o n B e f o r e
検 出 時 間 B I n f l e c t i o n A f t e r
サ ン プ リ ン グ 速 度 Sam p l i n g C y c l e
サ ン プ リ ン グ 波 形 移 動 Sam p r i n g W a v e M o v e
サ ン プ ル ホ ー ル ド S am p l e
最 後 E n d
最 初 To p
削 除 De l e t e
シ ン グ ル S I N G L E
時 間 指 定 P T i m e P
時 間 指 定 P- V T i m e P - V
時 間 指 定 V T i m e V
時 計 設 定 Da t e & T i m e s e t t i n g
次 ペ ー ジ PAGE
次 頁 Ne x t
実 負 荷 校 正 Ac t u a l L o a d
出 力 Ou t p u t
出 力 オ フ デ ィ レ イ Ou t p u t D e l a y
出 力 タ イ プ Ou t p u t T y p e
出 力 チ ェ ッ ク S e l f C h e c k O u t p u t
出 力 チ ャ ン ネ ル Ou t p u t C h a n n e l
出 力 デ ー タ 0 (～ 3 0 ) P o i n t 0 (～ 3 0 ) O u t
出 力 デ ー タ 1 (～ 3 1 ) P o i n t 1 (～ 3 1 ) O u t
出 力 設 定 初 期 化 I n i t i a l i z e O u t p u t
小 数 点 De c i m a l P o i n t
詳 細 DE TA I L
上 限 変 位 設 定 値 D i s p l a c e m e n t M a x V a l u e
常 時 A l w a y s
ズ ー ム × 1 ZOOM x 1
ス タ ー ト ST AR T
ス タ ー ト タ イ プ S t a r t T y p e
ス テ ッ プ 幅 S t e p
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日 本 語 表 記 英 語 表 記
ス ト ッ プ ビ ッ ト S t o p B i t
ス パ ン 設 定 値 SPAN
セ ッ ト S E T
ゼ ロ 校 正 ZERO C a l i b r a t i o n
ゼ ロ 幅 Z e r o B a n d
ゼ ロ 幅 +安 定 Z +M
ゼ ロ 幅 設 定 Ze r o B a n d
ゼ ロ 幅 設 定 Ze r o B a n d
セ ン サ セ ル フ チ ェ ッ ク S e l f C h e c k S e n s o r
セ ン サ 電 源 Se n s o r P o w e r
制 御 端 子 チ ェ ッ ク S e l f C h e c k I / O
設 定 MODE
設 定 デ ー タ の 保 存 Se t u p F i l e S a v e
設 定 パ タ ー ン P a t t e r n S e l e c t
設 定 フ ァ イ ル の 削 除 Se t u p F i l e D e l e t e
設 定 フ ァ イ ル の 読 込 Se t u p F i l e L o a d
設 定 値 コ ピ ー P a t t e r n C o p y
前 頁 P r e v
全 設 定 初 期 化 I n i t i a l i z e A L L
総 容 量 To t a l
測 定 値 設 定 A/D O u t p u t V a l u e
測 定 波 形 書 込 モ ー ド SD W r i t e M o d e
ダ イ レ ク ト 設 定 D i r e c t I n p u t
タ ッ チ パ ネ ル チ ェ ッ ク S e l f C h e c k T o u c h P a n e l
単 位 U n i t
立 ち 下 が り T r a l i n g E d g e
立 ち 上 が り R i s i n g E d g e
ち ら つ き 調 整 C r o s s T a l k
小 さ い L e s s
直 前 の 波 形 1T i m e s B e f o r e
通 過 P a s s
通 常 動 作 No r m a l
通 信 速 度 BPS
デ ィ ジ タ ル シ フ ト D i g i t a l S h i f t
デ ィ ジ タ ル リ ミ ッ タ H I D i g i t a l L i m i t e r H I
デ ィ ジ タ ル リ ミ ッ タ LO D i g i t a l L i m i t e r L O
デ ー タ 数 Se t N um b e r
デ ー タ 設 定 Po i n t D a t a
デ ー タ 長 D a t a L e n g t h
デ リ ミ タ D e l i m i t e r
取 消 ESC
等 価 校 正 Eq u i v a l e n t C a l i b r a t i o n
な し NON E
入 力 S t r a i n G a u g e
入 力 オ ン デ ィ レ イ I n p u t O N D e l a y
入 力 デ ー タ 0 (～ 3 0 ) P o i n t 0 (～ 3 0 ) Ｉ ｎ
入 力 デ ー タ 1 (～ 3 1 ) P o i n t 1 (～ 3 1 ) Ｉ ｎ
入 力 レ ン ジ I n p u t R a n g e
入 力 設 定 プ ロ テ ク ト P r o t e c t S t r a i n G a u g e
入 力 設 定 初 期 化 I n i t i a l i z e S t r a i n G a u g e
バ ッ ク ラ イ ト B a c k L i g h t
バ ッ ク ラ イ ト 点 灯 時 間 Ba c k L i g h t T i m e
パ リ テ ィ P a r i t y
バ レ ー ホ ー ル ド V a l l e y
パ ワ ー オ ン デ ィ レ イ P ow e r O N D e l a y
波 形 &変 位 W & D
波 形 &変 位 比 較 W&D
波 形 サ ン プ リ ン グ S am p l i n g
波 形 フ ァ イ ル 削 除 Wa v e f o r m F i l e D e l e t e
波 形 開 始 レ ベ ル S t a r t L e v e l
波 形 開 始 レ ベ ル Wa v e S t a r t L e v e l
波 形 開 始 条 件 S t a r t C o n d i t i o n
波 形 読 取 Wa v e D a t a

R e a d
波 形 比 較 WAVE COMPA R E
波 形 比 較 Wa v e f o r m
波 形 比 較 Ac h W a v e A c h
波 形 比 較 Bc h W a v e B c h
波 形 比 較 設 定 初 期 化 I n i t i a l i z e W a v e f o r m
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日本語表記
範囲外波形クリア

範囲外波形メモリ

範囲外波形読取

ピーク・バレーホールド

ピークホールド

比較

比較出力タイプ

比較出力開始条件

比較設定初期化

比較波形クリア

比較波形書込

比較波形描画

比較波形編集

比較領域設定

表示チェック

表示更新周期

ファイル名入力

フリーラン

フルスケール

フルスケール入力値

変曲点検出値

ホールド

ホールド

ホールドタイプ

ホールド設定初期化

マルチ

メータ設定

読込

ライン

ランク

リニアライズ

リニアサイズ設定初期化

速読書込

英語表記

Reject ion Data Clear

Reject ion Data Store

Reject ion Data Read

P-V

Peak

Comparator

Type

Start Condit ion

In it ia l ize Comparator

Clear Wave Data

Pattern Wr ite

Compar ison Wave Draw

Compar ison Wave Edit

Compar ison Area

Self  Check Disp lay

Display Cycle

Fi le Name

FreeRun

Ful l  Scale

Ful l  Scale Input

Inf lect ion Range

HOLD

Hold

Type

In it ia l ize Hold

MULTI

Mater Setup

Lead

Line

Rank

Liear izat ion

Int ia l ize L inear izat ion

Cont inuous

取扱説明書
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